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Masayuki Endo, 
the first prize winner

I really enjoyed the speech contest. That
night turned out to be one special night
for me. I shall never forget it. Thank you for
giving me this chance. I deeply appreciate
this given challenge. Fortunately, I won
the first place and the sweetest part of win-
ning is to know that all my hard work and
pain paid off. Through this contest, I learned
it’s better to have tried and failed than
never to have tried at all. But without great
help of the teachers and my family, I could
not have succeeded. Thanks to the great
audience that night, I enjoyed making a
speech. I realized how happy and lucky I
was to get help from many people. I am
afraid that my words cannot fully express
my gratitude.

Harumi Matsumoto, 
the second prize winner

It was an amazing experience for me.
I really enjoyed the process of inter-
preting the famous King’s speech and
making it my own.  It was rather excit-
ing.  I asked myself, “Why did he make
this speech? How was he feeling then?
How difficult was it  for him to speak
out?  Did he have a bright image for
the  fu ture  wi th  the  be l l  o f  f reedom
ringing throughout the country?  Was
he  s ca r ed  o r  no t ?”   Sea r ch ing  fo r
answers, I  gradually built  up my own
way of presentation.  I  enjoyed being
on the contest, and I would like to say
“Thank you very much” to everyone
who encouraged me.

Kumi Morishima, 
the third prize winner

First of all, I would like to express my
gratitude to Minamii-sensei and Dobbs-
sensei. Their coaching and encouragement
meant so much to me.  I could not have
even been on the contest without their help.
Even if I say thank you for so many times,
I can’t express my feeling enough. More-
over, I should not forget to mention my
twin sister’s support. She was always with
me when I practiced, and she was the most
difficult critic to please. And yet she
cheered me up when I felt helpless.

Many people helped me and supported me.
The trophy I have here is not just mine; it is
a prize for them, too. This experience will
surely remain as the very precious memo-
ry of my college life. Thank you for giving
me a chance!

E皆さんのお国の福祉事情と
夢を聞かせてください。

劉「中国のリハビリ研究センター

の理学療法学科で12年間働いて

いました。中国ではまだ正しい理学療

法士のルールができていませんし、理

学療法を教えている大学が1校ぐらい

しかありません。人口からすれば少な

いですね。中国の障害者の人数はだい

たい6万人ぐらいで、すでに高齢化社

会になっています。中国社会では福祉

がまだ行き渡っていないので、日本の

正しく新しい理学療法の理論と技術を

勉強するためにやって来ました。」

陳「私と劉さんのいた中国のリハ

センでは、OTの場合、10年前

はまだ先生に対する教育を行っていま

した。ですから日本のより良い技術を

勉強したいと思ってこの大学に来たの

です。この4年間作業療法士として一

番勉強したことはADL（日常生活動

作）に関してです。今はいろいろな技

術、知識を勉強して中国に帰って後輩

たちに伝えたいと思っています。」

ARCHANA「ネパールでは医療

経営管理学を学べる大学が最近

になって1、2校できましたが、私が

この大学に入ったときにはありません

でした。病院でも患者のサービスまで

にはまだ目が行き届いていませんし、

経営面もまだまだです。そこで医療経

営管理学科があるこの大学で勉強し

て、ネパールで必要とされる人材にな

りたいと考えたのです。医療経営を学

－留学生たちの新しい年－

Mr. Masayuki ENDO, winner of the President’s Trophy
On December 10, Wednesday night, the 8th Annual English Speech Contest was held at F101 auditorium. It was truly an excit-

ing night with 28 contestants—each representing his/her communicative class. Though the speeches were excerpts from the famous
speeches made by Kennedy, King, and Fisher, the 28 sophomores showed us how much they could do to make those speeches
their own. The audience, including our President Tani, was much impressed by their performance on stage.  They put so much
effort in practicing hundreds of times for this contest. 
Ms. Yuki Furuta (ST) was a wonderful MC, and the guest judges were Prof. Mizumaki and Prof. Kamakura, who were happily

surprised to see how well our students could do. As a result, all the five judges (Prof. Tanaka, Mr. Cota and Mr. Kelso
included) had a very difficult time in making decisions of the winners. Mr. Endo (NS) is the first place winner, Ms. Harumi Mat-
sumoto (NS) the second, and Ms. Kumi Morishima (HM) the third.  Congratulations, everybody on the contest!  We are very proud
of you, and thank you for the wonderful performance. President Tani’s speech in English was very impressive, too. His message
to the students was: “Don’t be afraid of making mistakes in language learning.” It is very true! (Noriko Minamii)

President Tani’s Speech (dictated by editorial staff)
Good evening, fellow students, colleagues, friends, and ladies and gentlemen.  It is my great

pleasure to be given an opportunity to be here at IUHW English Speech Contest.  First of
all, I would like to congratulate all the twenty-eight speakers for their excellent presentations.
I want to give all of you the president’s trophies; however, the “resources” are limited, and
so, only three of you won the trophies.  I appreciate the efforts made by the staff members
of English Language Center.  There must have been a lot of time and energy spent in teach-
ing students how and what to do in public speaking.  Students seem to have learned a great
deal through this challenge and experience.
Now let me give you some advice concerning English language learning, based on my expe-

riences in the past thirty or forty long years.  Firstly, “Don’t be afraid of making mistakes.
Don’t hesitate in speaking out in English.”  English is just one means of communication;
it is a tool—no more or no less.  It is up to you to use it.  Therefore, secondly, whether it is
in Japanese or English, if you have something to say, something of your own, then, you can
“speak up.”  If you don’t have any thought of your own, no matter how good you are in mak-
ing presentations, you cannot have true communication with other people.  You have to learn
as much as you can now, and prepare yourselves for the future to work as health special-
ists.  That is one of the reasons why you are here this school for four years.
I’d like to say thank you to the five judges.  You’ve made the difficult decision—choos-

ing the best among the brightest.  I also thank you, Ms. Yuki Furuta, who served as our MC
this evening.  You certainly did a very good job.  I thank all of you who gathered here in this
auditorium this evening for your support and encouragement.  Without you, this contest would
not have been successful.
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日本語で学ぶ、英語を学ぶ
・留学生たちの新しい年
取材協力：石井博之・理学療法学科助手

・第8回学長杯英語スピーチコンテスト

現在本学には36名の留学生が学んでいる。その国籍の内訳は、中国19名、韓国8名、台
湾3名、ケニア2名、モンゴル・フィリピン・ネパール・ベトナム各1名だが、留学の形は、
私費で、国費で、あるいはJICAの支援を受けてとさまざまである。今回ご登場いただく、
ケニアのダニエルさんは、KMTC（ケニア･メディカル･トレーニング･カレッジ）で理学療
法学科の教師をしていたが、ケニア政府とJICAの間でKMTCの技術協力が提携され、
その研修員に選ばれ来日。ネパールのサンカルディブ大学大学院の経営管理学科1年生
として会計学を学んでいたアルチャナさんは、東京の日本語学校で日本語を勉強していた
際、ネパール大使館を通じて本学を知り試験を受け合格。奨学金を利用して勉強してい
る。また、日本の支援を受けていた中国のリハセンターで、劉さんはPTとして、陳さんは
OTとして働いていたが、そのセンターから推薦され、高木理事長と初山元大学院長の面
接を受け本学に学ぶことになった。遠い国から医療と福祉の勉強のためにやって来た彼
らは、この大田原の地でどのような夢を抱いているのかを聞いた。（取材・文：編集部）

んだ者は病院になくてはならない存在

だと思います。」

Eダニエルさんは、PTの先生ですが、
なぜ理学療法士に？

Daniel「高校時代スポーツが好き

でサッカーなどをしていました。

そのとき、鎖骨を2度骨折したり、足

の骨も骨折しました。そして病院で治

療を受ける中でリハビリの存在を知っ

たのです。そのとき、自分の進路とし

て理学療法の道を選ぼうと思いました。」

E新年ですから、
お正月についておうかがいします。

Daniel「ケニアで一番大切なお祭

りはクリスマスで、正月は特に

ありません。ただ、大晦日は花火を上

げたりして午前０時になるまで教会に

いて踊り、神に祈りを捧げ、そして新

年を迎えにいったん家に帰り、1月1日

の朝になったらまた教会に行きます。」

劉「中国は春節で旧暦の正月です。

1月中旬で、お餅ではなく餃子

を食べ爆竹を鳴らして祝いますが、大

学に来てからはいつも試験勉強の時期

と重なってしまい、それどころではあ

りません。」

正月は友だちが皆実家に帰ってしま

い、部屋で1人で勉強していると寂し

くてホームシックになり、つい隣の部

屋の劉さんに声をかけるという陳さ

ん。日本のおせち料理には1つひとつ

に意味があっておもしろいと言うアル

チャナさん。

みなさん2004年のお正月も、やは

り、帰国後の夢を叶えるための「勉

強」だったのでしょうか。

劉恵林
（リュウケイリン）

国籍：中国　37歳
来日4年　PT4年

陳C紅
（チントウコウ）

国籍：中国　36歳
来日4年　OT4年

Daniel Muli Kangutu
（ダニエルムリカングトゥ）

国籍：ケニア　42歳
来日2年　大学院,博1,PT

ARCHANA PRADHAN
（アルチャナプラドハン）

国籍：ネパール　26歳
来日5年　HM3年

2003.12.10
第8回学長杯

英語スピーチコンテスト
1位：遠藤雅幸（NS ,2年）中央
2位：松本晴美（NS ,2年）左
3位：森嶋久美（HM,2年）右

日本語で 学 ぶを 学 ぶ英 語
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国
際
医
療
福
祉
大
学
学
長
　
谷
修
一

昨
年
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
国
際

医
療
福
祉
病
院
や
静
岡
県
熱
海
市
の
大
学
附
属

病
院
も
、
そ
れ
ぞ
れ
順
調
に
動
き
出
し
て
お
り
、

本
学
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
学
内
お
よ
び
周
辺

に
あ
り
ま
す
医
療
や
福
祉
に
関
す
る
幅
広
い
付

属
臨
床
施
設
に
よ
っ
て
、
学
生
の
臨
床
実
習
が

さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
に
な
る
と
同
時
に
、
先

生
方
に
と
っ
て
も
、
福
祉
や
医
療
の
現
場
で
の

臨
床
と
研
究
と
を
踏
ま
え
た
教
育
が
さ
ら
に
行

い
や
す
く
な
り
、
こ
の
こ
と
が
学
生
の
皆
さ
ん

の
教
育
に
と
っ
て
も
大
き
な
意
味
の
あ
る
こ
と

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
昨
年
は
平
成
十
二
年
に
行
っ
た
大
学
の

自
己
点
検
評
価
に
引
き
続
き
、
二
回
目
の
自
己

点
検
評
価
を
実
施
し
、
夏
に
は
報
告
書
が
ま
と

ま
り
公
表
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
自
己
点
検

評
価
で
は
、
外
部
の
方
に
も
委
員
と
し
て
参
加

を
い
た
だ
き
、
そ
の
主
な
目
的
を
学
生
生
活
の

実
態
把
握
と
評
価
と
し
て
、
学
生
が
大
学
で
の

教
育
を
は
じ
め
学
校
生
活
に
満
足
し
て
い
る
か

ど
う
か
、
彼
ら
が
入
学
前
に
期
待
し
て
い
た
こ

と
が
ど
の
程
度
達
成
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、

一
方
、
地
域
の
方
々
か
ら
見
て
、
学
生
が
地
域

の
中
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど

を
調
査
し
、
今
後
の
大
学
で
の
教
育
の
さ
ら
な

る
充
実
に
反
映
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
多
く
の
学
生
が
本
学
の
教
育
全

般
に
つ
い
て
高
い
評
価
と
充
実
し
た
学
生
生
活

を
送
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
反
面
、

い
く
つ
か
の
課
題
も
明
ら
か
に
な
り
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
順
次
そ
の

改
善
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
大
学
で
は
、
来
年
四
月
の
開
設
を
目
標

に
し
て
新
た
に
薬
学
部
の
設
置
の
準
備
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
薬
学
部
の
設
置
に
よ

っ
て
、
今
後
研
究
活
動
が
さ
ら
に
活
発
に
な
り
、

本
学
が
中
心
と
な
っ
た
栃
木
県
北
部
地
域
で
の

医
療
福
祉
分
野
に
お
け
る
研
究
活
動
の
拠
点
と

し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
平
成
十
七
年
に
は
本
学
開
学
十
年
を
迎

え
ま
す
。
卒
業
生
も
す
で
に
三
千
人
を
超
え
、

全
国
の
医
療
福
祉
の
現
場
で
活
躍
し
て
お
り
ま

す
。
現
在
大
学
で
は
、
記
念
行
事
の
一
環
と
し

て
、
図
書
館
の
増
設
、
体
育
館
の
拡
張
と
柔
道

場
な
ど
の
武
道
館
の
新
設
、
学
生
食
堂
の
増
設

な
ど
の
計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
一
連

の
記
念
行
事
の
実
施
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
多

く
の
関
係
者
の
皆
様
に
幅
広
く
ご
支
援
を
お
願

い
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
学
発

展
の
た
め
に
よ
ろ
し
く
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
が
大
学
も
平
成
七
年
に
開
学
以
来
、
多
く

の
方
々
の
ご
支
援
に
よ
っ
て
、
順
調
に
発
展
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の
際
、
人
間
中
心

の
、
社
会
に
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
「
共
に
生

き
る
社
会
」
を
目
指
す
と
い
う
建
学
の
精
神
を

踏
ま
え
つ
つ
、
わ
が
大
学
が
、
学
生
の
た
め
の

大
学
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
肝
に
銘
じ
、
教
職

員
の
皆
様
と
と
も
に
、
教
育
や
教
育
の
支
援
に

あ
た
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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大
田
原
市
長
　
千
保
一
夫

「
激
動
の
時
代
」
が
毎
年
枕
詞
と
し
て
使
わ
れ
ま

す
が
、
今
年
も
間
違
い
な
く
そ
う
呼
ば
れ
る
に
ふ

さ
わ
し
い
年
と
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
大
田
原
市
は
、
貴
大
学
の
存
在
に
よ

っ
て
今
年
も
ま
た
希
望
に
輝
け
る
一
年
の
幕
開
け

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
心
か
ら
大
学
関
係
者
に

感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
感
謝
の
念
の

発
露
と
し
て
貴
大
学
に
学
ぶ
学
生
の
皆
さ
ん
に
対

し
、
市
民
を
挙
げ
て
温
か
く
接
し
て
い
か
な
け
れ

ば
と
、
心
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
市
は
、
今
か
ら
約
八
二
〇
年
前
、
屋
島
の
合

戦
で
扇
の
的
を
射
落
と
し
た
那
須
与
一
宗
隆
の
時

代
か
ら
那
須
一
族
が
支
配
し
栄
え
て
き
た
那
須
地

方
の
中
心
で
す
。
豊
富
な
水
に
よ
っ
て
豊
か
な
穀

倉
地
帯
と
し
て
早
く
か
ら
開
け
、
城
下
町
、
宿
場

町
と
し
て
栄
え
て
参
り
ま
し
た
が
、
明
治
以
降
そ

の
時
代
時
代
の
高
速
交
通
網
に
直
接
的
に
は
恵
ま

れ
ず
、
最
近
は
必
ず
し
も
北
那
須
地
域
に
お
い
て

往
年
の
よ
う
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
得
て
い
る

か
は
疑
問
視
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
縁
あ
っ
て
、
貴
大
学
が
本
市
に
開
学
さ
れ
て

以
来
、
賑
わ
い
が
戻
り
、
本
市
の
活
力
が
毎
年
ご

と
に
漲
っ
て
く
る
様
は
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

栃
木
県
内
の
他
市
町
村
か
ら
も
羨
望
の
眼
差
し

で
見
ら
れ
る
ほ
ど
の
実
力
を
つ
け
、
今
や
二
十
一

世
紀
の
新
し
い
価
値
観
に
立
て
ば
正
に
県
内
を
リ

ー
ド
す
る
福
祉
、
介
護
の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

が
着
々
と
行
わ
れ
、
大
田
原
市
に
住
ん
で
良
か
っ

た
、
と
誇
れ
る
よ
う
な
ま
ち
の
姿
が
見
え
て
き
て

お
り
ま
す
。

街
に
若
者
の
姿
が
溢
れ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

る
だ
け
で
も
市
民
の
心
を
明
る
く
し
て
く
れ
ま
す

し
、
さ
ら
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
旺
盛
、
優
し

い
心
の
持
ち
主
ば
か
り
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
や

お
年
寄
り
の
中
に
も
積
極
的
に
溶
け
込
ん
で
交
流

を
図
ら
れ
て
い
て
、
筆
舌
に
尽
く
せ
ぬ
ほ
ど
の
感

謝
の
念
で
一
杯
で
す
。

願
わ
く
は
、
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
、
し
か
も

自
ら
の
人
生
の
成
功
の
鍵
を
し
っ
か
り
と
そ
の
手

中
に
収
め
て
い
る
学
生
さ
ん
た
ち
が
、
青
春
時
代

の
真
ん
中
で
道
に
迷
っ
て
い
る
ば
か
り
、
な
ど
と

い
う
こ
と
で
な
く
、
目
標
に
向
か
っ
て
邁
進
し
、

目
標
達
成
の
向
こ
う
に
あ
る
幸
福
を
確
実
に
つ
か

ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

人
は
だ
れ
で
も
期
待
さ
れ
る
と
、
そ
れ
に
応
え

た
い
と
思
う
も
の
で
す
。
学
生
さ
ん
た
ち
に
対
し

て
ご
父
兄
の
皆
さ
ん
が
、
は
っ
き
り
と
期
待
の
言

葉
を
か
け
れ
ば
、
学
生
さ
ん
た
ち
も
そ
の
期
待
に

応
え
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

関
東
の
最
北
端
の
本
市
に
学
ば
れ
る
学
生
さ
ん

た
ち
を
私
た
ち
は
親
身
に
な
っ
て
見
守
り
、
本
市

か
ら
巣
立
た
せ
て
上
げ
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
父
兄
の
皆
様
か
ら
の
ご
要
望
等
も
ご
遠
慮
な

く
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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国
際
医
療
福
祉
大
学
理
事
長
　
高
木
邦
格

C

国
際
医
療
福
祉
大
学
の
、
昨
年
の
大
き
な
動

き
と
し
て
は
、
ま
ず
、
二
月
に
大
学
院
の
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
と
東
京
事
務
所
を
港
区
の
乃
木

坂
に
移
転
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
ね
。
都
心

の
駅
か
ら
数
分
と
い
う
恵
ま
れ
た
場
所
と
、
ま
た

大
変
き
れ
い
な
建
物
で
講
義
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
。

東
京
に
お
け
る
大
学
院
の
教
育
の
拠
点
を
充
実

さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
本
学
に
と
っ
て
重
要
で

あ
る
と
い
う
認
識
は
か
ね
て
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
施
設
は
非
常
に
手
狭
で
し
た
の
で
、

ゼ
ミ
室
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
同
時

双
方
向
遠
隔
授
業
の
で
き
る
教
室
、
多
数
の
方
々

が
講
義
を
受
け
ら
れ
る
乃
木
坂
ホ
ー
ル
等
の
整
備

を
行
い
、
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で

百
名
以
上
の
大
学
院
生
、
特
に
社
会
人
を
中
心
と

し
た
皆
さ
ま
に
こ
こ
で
勉
強
を
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

C

東
京
だ
け
で
は
な
く
、
昨
年
末
に
は
福
岡
の

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
も
新
し
い
建
物
に
移
転

さ
れ
ま
し
た
。

福
岡
の
天
神
駅
か
ら
非
常
に
近
い
場
所
に
大
学

院
の
建
物
を
一
棟
準
備
し
ま
し
た
。
福
岡
に
お
け

る
大
学
院
の
教
育
も
大
変
重
要
で
、
現
在
多
数
の

学
生
の
皆
さ
ん
が
授
業
を
受
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
、
事
実
上
独
立
し
た
形
で
大
学
院
の
運
営

が
で
き
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
や
設
備
の
充
実
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

C

大
学
院
の
充
実
と
い
う
こ
と
で
は
、
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
移
転
の
他
に
、
今
年
の
四
月

に
、
治
験
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）
の
養

成
を
目
指
し
た
「
臨
床
試
験
研
究
分
野
」
を
大
学

院
修
士
課
程
に
開
設
す
る
そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
は
、

わ
が
国
初
と
い
う
こ
と
で
す
が
。

治
験
の
分
野
は
日
本
で
も
重
要
視
さ
れ
て
い
ま

し
て
、
薬
の
副
作
用
や
効
能
と
い
っ
た
も
の
を
学

問
的
に
見
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
す
。
こ

れ
か
ら
は
学
問
的
な
背
景
を
基
に
、
明
確
な
形
で

の
治
験
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
が
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
、
今
年
の
四
月
か
ら
大
学
院
の
修

士
課
程
に
臨
床
試
験
研
究
分
野
を
開
設
す
る
べ
く

準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
治
験
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
コ
ー
ス

の
開
設
に
先
立
っ
て
プ
レ
講
座
と
い
う
形
で
公
開

講
座
を
行
い
ま
し
た
。
当
初
三
〇
名
程
度
の
参
加

を
想
定
し
て
い
た
の
で
す
が
、
実
際
は
百
名
以
上

の
方
々
か
ら
の
応
募
が
あ
り
、
治
験
分
野
に
対
す

る
関
心
の
高
さ
に
驚
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

C

さ
ら
に
、
来
年
四
月
に
は
大
田
原
キ
ャ
ン
パ

ス
に
薬
学
部
を
新
設
、
従
来
に
は
な
か
っ
た
多
く

の
新
設
科
目
を
組
み
入
れ
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

薬
学
部
教
育
を
目
指
す
そ
う
で
す
が
。

薬
学
部
新
設
に
当
た
っ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
を

勉
強
し
た
の
で
す
が
、
既
存
の
学
部
で
教
育
し
て

い
る
看
護
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
各
分
野
に

比
べ
ま
す
と
、
病
院
実
習
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
病
院
の
現
場
で
は
医
療
事
故

や
誤
薬
と
い
っ
た
問
題
が
多
数
あ
る
わ
け
で
す
。

そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
私
ど
も
の
附
属
の
医
療

機
関
や
臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
動
員

し
て
、
実
習
教
育
に
重
き
を
置
く
と
い
う
こ
と
が

一
つ
あ
り
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
も
、
薬
剤
師
に
な
っ
た
後
、
治
験

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
な
っ
た
り
製
薬
企
業
に
就

職
し
た
り
、
ま
た
自
ら
薬
局
、
調
剤
薬
局
の
経
営

に
当
た
る
方
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た

方
の
た
め
に
、
例
え
ば
「
製
薬
企
業
論
」
や
「
臨

床
試
験
管
理
学
」
と
い
っ
た
科
目
を
設
け
る
な
ど

の
工
夫
を
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
四
年
教
育
か
ら
六
年
教
育
に
変
わ
っ
て

い
く
変
革
期
で
も
あ
る
の
で
、
薬
学
部
教
育
に
お

い
て
も
日
本
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
的
立
場
を
確
保

し
よ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
意
気
込
み
で
薬
学
部

設
置
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

C

北
関
東
で
は
初
め
て
の
薬
学
部
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
福
島
、
茨
城
、
栃
木
、
群
馬
に
は
こ
れ

ま
で
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。

不
思
議
な
こ
と
に
、
日
本
の
薬
学
部
教
育
の
大

半
は
東
京
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
で
は
薬
剤

師
の
人
数
は
あ
る
程
度
充
足
し
て
き
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
医
師
に
つ
い
て
も
同
じ
で
、
こ
う
し
た
人

材
の
地
域
的
偏
在
が
非
常
に
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
私
ど
も
は
北
関
東
に
お
け
る
薬
剤
師

の
充
実
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
日
本
の
薬
学
部
教

育
に
変
革
を
起
こ
す
ぐ
ら
い
の
気
持
ち
で
い
ま
す
。

C

ま
た
、
昨
年
は
学
内
に
痴
呆
老
人
の
た
め
の

施
設
で
あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
開
設
し
た
ほ
か
、

新
築
工
事
の
進
む
附
属
熱
海
病
院
も
、
来
年
七
月

に
は
新
し
い
建
物
で
診
療
を
開
始
す
る
予
定
と
聞

き
ま
し
た
。
今
年
は
Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
グ
ル
ー
プ
全
体
と

し
て
も
大
き
な
飛
躍
の
年
と
な
り
そ
う
で
す
ね
。

私
ど
も
は
医
療
と
福
祉
の
融
合
、
両
立
を
目
指
し

た
大
学
で
す
の
で
、
福
祉
分
野
で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
、
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
学
内
に
設
置
す
る
こ
と

は
、
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
実
習
等
に
も
役

に
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
。
反
応
と

し
て
は
お
年
寄
り
に
非
常
に
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

附
属
熱
海
病
院
は
海
の
近
く
に
あ
り
眺
望
が
す

ば
ら
し
く
、
敷
地
の
中
に
は
温
泉
の
源
泉
が
二
つ

も
あ
り
ま
す
。
東
京
か
ら
新
幹
線
を
使
っ
て
三
〇

分
前
後
で
行
く
こ
と
が
で
き
、
駅
か
ら
も
至
便
な

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
栃
木
に
お
け
る
国
際
医
療

福
祉
病
院
、
東
京
に
お
け
る
山
王
病
院
と
は
違
っ

た
意
味
で
の
地
域
の
基
幹
病
院
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
病
院
が
完
成
す
れ

ば
、
学
生
の
実
習
に
非
常
に
役
立
つ
立
派
な
施
設

に
な
る
で
し
ょ
う
。

C

今
年
も
国
際
医
療
福
祉
大
学
の
躍
進
が
期
待

さ
れ
ま
す
ね
。
本
日
は
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
本
稿
は
、
医
療
福
祉
チ
ャ
ン
ネ
ル
７
７
４
「
国
際
医
療
福
祉
大

学
ア
ワ
ー
」
よ
り
転
載
し
た
も
の
で
す
。）
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去
る
十
一
月
八
日
に
、
学
生
会
主
催
の
球
技

大
会
が
、
本
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
体
育
館
で
行
わ

れ
、
選
手
・
役
員
・
審
判
総
勢
二
一
〇
名
が
参

加
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
フ
ッ
ト
サ
ル
・
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
三
種
目
に
汗
を
流
し
た
。

選
手
た
ち
は
開
始
一
時
間
以
上
も
前
か
ら
集

合
、
準
備
運
動
や
練
習
を
行
う
な
ど
、
競
技
開

始
前
か
ら
、
会
場
は
熱
気
に
満
ち
て
い
た
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
は
、
延
長
戦
ま
で
も

つ
れ
る
試
合
が
出
る
な
ど
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。

フ
ッ
ト
サ
ル
は
、
各
自
持
参
し
た
黄
や
臙
脂

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
、
色
鮮
や
か
に
青
空
に
映

え
、
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
ま

た
、
転
倒
し
た
選
手
を
、
両
チ
ー
ム
の
選
手
全

員
が
気
遣
う
「
好
プ
レ
イ
」
も
見
ら
れ
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
選
手
構
成
の
性
別
を
問

わ
な
か
っ
た
た
め
、
男
子
チ
ー
ム
・
女
子
チ
ー

ム
・
男
女
混
合
チ
ー
ム
の
戦
い
と
な
り
、
ジ
ャ

ン
プ
サ
ー
ブ
や
ス
パ
イ
ク
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
本
格

的
な
好
プ
レ
イ
が
続
出
、
試
合
を
終
え
た
他
の

二
種
目
の
選
手

た
ち
も
体
育
館

に
集
合
し
、
一

層
の
盛
り
上
が

り
を
見
せ
た
。

今
回
の
大
会

は
、
参
加
者
の

大
き
な
け
が
も

な
く
、
参
加
者

に
と
っ
て
も
、

心
に
残
る
球
技
大
会
と
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

●
試
合
結
果

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

優
勝：

チ
ー
ム
タ
カ
！
／
準
優
勝：

Ｂ
・
Ｂ
・

Ｃ
／
第
三
位：

テ
ポ
氏
／
特
別
賞：

チ
ー
ム
斉
藤

●
フ
ッ
ト
サ
ル

優
勝：

Ｆ
・
Ｃ
す
て
ご
ま
一
コ
目
／
準
優
勝：

Ｆ
・
Ｃ
す
て
ご
ま
二
コ
目
／
第
３
位：

ス
ッ
キ

リ
な
が
も
ち
／
特
別
賞：

な
し

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
勝：

鷹
さ
ん
／
準
優
勝：

バ
レ
リ
ー
ナ
／
第

三
位：

大
塚
チ
ー
ム
／
特
別
賞：

バ
レ
ー
対
象

特
性
看
護
方
法
論

（
学
生
会
行
事
企
画
局
局
長

永
長
理
恵
）

十
一
月
十
二
日
（
水
）
の
九
時
〜
十
七
時
、

本
学
Ｆ
一
〇
一
教
室
に
て
第
六
期
生
で
あ
る
理

学
療
法
学
科
四
年
生
の
卒
業
研
究
発
表
会
が
開

催
さ
れ
た
。
今
回
の
発
表
会
で
は
、
演
題
数
が

多
い
た
め
初
の
試
み
と
し
て
口
述
発
表
と
ポ
ス

タ
ー
発
表
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
発
表
形
式

に
は
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
決
め
ら
れ

た
時
間
内
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
発
表
が
で
き

る
の
が
口
述
発
表
、
発
表
者
と
聞
き
手
の
間
で

密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
持
て
る
の
が
ポ

ス
タ
ー
発
表
の
特
徴
と
な
る
。
今
回
は
教
員
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
元
に
、
学
生
の
希
望
を
取
り
入

れ
て
の
発
表
方
法
の
選
択
と
な
っ
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
ス
ラ
イ
ド
や

ポ
ス
タ
ー
は
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
レ
ベ
ル
が

高
く
な
っ
て
お
り
、
工
夫
を
こ
ら
し
た
完
成
度

の
高
い
も
の
が
目
立
っ
た
。
ま
た
、
着
慣
れ
ぬ

ス
ー
ツ
に
身
を
固
め
た
四
年
生
た
ち
も
臆
す
る

こ
と
な
く
自
ら
の
研
究
を
披
露
し
て
お
り
、
最

高
学
年
と
し
て
の
自
覚
も
で
き
て
い
る
よ
う
だ
。

演
題
の
分
野
も
ラ
ッ
ト
の
解
剖
に
よ
る
生
理

学
か
ら
臨
床
に
即
し
た
も
の
や
ス
ポ
ー
ツ
分
野

の
も
の
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
内
容
も

将
来
彼
ら
が
進
む
で
あ
ろ
う
道
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
た
。
質
疑
応
答
の
場
面
で
も
、
教
員

の
手
厳
し
い
質
問
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
学
生
間

で
も
活
発
に
行
わ
れ
、
有
意
義
な
経
験
を
積
む

場
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

（
理
学
療
法
学
科

島
本
隆
司
）

近
隣
地
域
へ
の
研
究
成
果
の
還
元
を
目
的
と

し
た
「
医
療
経
営
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
」
が
十
一
月

二
十
四
日
（
午
後
一
時
か
ら
四
時
三
〇
分
ま
で
）、

本
学
Ｅ
棟
四
〇
一
教
室
で
開
催
さ
れ
た
。

日
ご
ろ
の
医
療
経
営
管
理
学
科
の
教
員
の
研

究
か
ら
、
医
療
経
営
に
役
立
つ
内
容
を
地
元
の

医
療
機
関
に
提
供
し
よ
う
と
企
画
さ
れ
、
栃
木

県
と
福
島
県
の
病
院
に
案
内
を
送
っ
た
ほ
か
、

本
学
科
卒
業
生
に
も
開
催
を
知
ら
せ
た
。

テ
ー
マ
を
「
急
性
期
（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
）
お
よ
び
慢

性
期
（
Ｒ
Ｕ
Ｇ
Ｓ
）
の
包
括
支
払
制
度
の
導
入

が
今
後
の
医
療
経
営
に
与
え
る
影
響
」
と
し
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
今
後
の
展
望
と
地

域
の
医
療
経
営
へ
与
え
る
影
響
」
と
題
す
る
講

演
と
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
内
の
ば
ら
つ
き
や
、
医
療
費
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
エ
ク
セ
ル
を
使
っ

た
簡
単
な
デ
ー
タ
解
析
の
演
習
が
行
わ
れ
、
い

ず
れ
も
本
学
医
療
経
営
管
理
学
科
の
高
橋
泰
教

授
が
担
当
し
た
。

当
日
は
秋
の
三
連
休
の
三
日
目
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
栃
木
・
福
島
両
県
の
み
な
ら
ず
、
関
東
一
円

の
医
療
機
関
か
ら
理
事
長
、
副
理
事
長
、
事
務

長
、
医
療
事
務
担
当
者
、
シ
ス
テ
ム
担
当
者
な
ど

三
〇
名
が
参
加
さ
れ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
学
科

の
教
員
や
学
部
学
生
な
ど
の
聴
講
希
望
者
も
多
数

集
ま
り
、
会
場
か
ら
あ
ふ
れ
出
そ
う
な
勢
い
で
、

熱
気
に
包
ま
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
趣
旨
か
ら
、
大
学
事
務
局
の
多
大

な
協
力
を
得
た
ほ
か
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
積

極
的
な
支
援
も
得
て
、
順
調
な
運
営
が
実
現
し
た

が
、
参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
て
も
、
内
容

が
タ
イ
ム
リ
ー
で
分
か
り
や
す
か
っ
た
う
え
、
簡

便
な
デ
ー
タ
解
析
の
演
習
ま
で
受
け
ら
れ
た
こ
と

か
ら
「
よ
か
っ
た
」「
役
に
立
っ
た
」
と
い
う
感

想
が
大
変
多
く
、
今
後
の
継
続
的
な
開
催
を
期
待

す
る
声
も
何
件
か
寄
せ
ら
れ
た
。

講
演
の
合
間
に
、
学
部
の
学
生
が
企
画
・
制

作
し
た
、
学
科
紹
介
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
ビ
デ
オ
付
き
！
）

も
行
わ
れ
、
学
生
の
実
力
も
〝
ち
ゃ
っ
か
り
〞

示
す
こ
と
も
で
き
た
。

（
医
療
経
営
管
理
学
科

山
田
康
夫
）

IUHW 2004.1.207

●話

国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
院
長
　
開
原
成
允

す
べ
て
の
医
療
職
の
生
涯
学
習
の

セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て

昨
年
四
月
初
山
先
生
の
後
任
と
し
て
大
学
院
長

を
引
き
継
い
で
か
ら
早
い
も
の
で
一
年
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
初
山
先
生
が
築
い
て
く
だ
さ

っ
た
大
学
院
は
、
現
在
で
は
、
福
岡
、
柳
川
、
東

京
、
熱
海
に
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
ち
、

過
去
か
ら
現
在
ま
で
の
入
学
者
総
数
で
見
れ
ば
す

で
に
四
〇
〇
名
を
超
え
、
現
在
の
在
校
生
数
で
見

れ
ば
二
五
〇
人
以
上
と
い
う
大
き
な
組
織
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
、
初
め
て
の
大
学
院
博
士
課

程
修
了
生
が
出
て
、
大
学
院
は
完
成
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

し
か
し
、
急
速
に
拡
大
し
て
き
た
大
学
院
に
は

い
ろ
い
ろ
な
問
題
も
出
て
き
ま
し
た
。
ま
た
一
方

で
新
し
い
分
野
へ
の
需
要
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、
問
題
点
を
解
決
し
な
が
ら
、
新
し
い
分
野

へ
の
展
開
も
考
え
て
い
く
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
感
覚

を
も
っ
た
運
営
が
必
要
で
す
。

今
後
の
課
題
と
し
て
一
番
重
要
な
こ
と
は
、
学

習
環
境
の
整
備
で
す
。
教
員
の
充
実
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
充
実
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
設
備
面
で
も
、
遠
隔
授

業
シ
ス
テ
ム
や
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
習
環
境
を
整

備
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
幸
い
、
皆
様
の
努

力
で
そ
の
改
善
は
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
四
月
か

ら
は
、
福
岡
に
は
新
し
い
大
学
院
用
の
校
舎
が
で

き
、
遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム
も
三
系
統
と
な
り
、
図

書
も
洋
雑
誌
が
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
化
す
る
な
ど
、

四
月
か
ら
は
、
学
生
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
教
員
の
充
実
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
充
実
は
今
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
は

今
年
の
課
題
と
し
て
引
き
続
き
努
力
が
必
要
で
す
。

一
方
で
、
新
し
い
分
野
へ
の
展
開
と
し
て
は
、

今
年
か
ら
臨
床
試
験
研
究
分
野
（
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）
が
開

講
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
す
で
に
、
入
学
者

も
一
部
決
定
し
て
お
り
、
本
学
大
学
院
の
一
つ
の

特
色
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
昨
年
Ｃ
Ｒ

Ｃ
の
公
開
講
座
を
開
い
て
み
て
、
大
学
院
に
入
学

す
る
余
裕
は
な
い
が
生
涯
学
習
を
求
め
て
い
る
多

く
の
人
た
ち
が
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今

年
は
、
こ
う
し
た
人
た
ち
に
対
し
て
も
本
学
大
学

院
が
生
涯
学
習
の
機
会
を
提
供
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
幸
い
、
東
京
乃
木
坂
に
は
「
乃
木
坂
ホ

ー
ル
」
と
い
う
八
〇
人
程
度
収
容
で
き
る
設
備
の

整
っ
た
ホ
ー
ル
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
を
最
大
限

に
活
用
し
て
、
仮
に
「
乃
木
坂
ス
ク
ー
ル
」
と
名

付
け
る
一
連
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
作
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
、
薬
剤
師
の
医

療
面
で
の
再
教
育
を
目
指
し
た
「
医
療
薬
学
コ
ー

ス
」、
医
療
機
器
の
安
全
な
使
い
方
を
教
育
す
る

「
医
療
機
器
コ
ー
ス
」、
最
近
の
医
療
制
度
や
経
営

の
実
務
を
教
育
す
る
「
医
療
経
営
コ
ー
ス
」
な
ど

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
際
医
療
福
祉
大
学
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
よ

う
な
す
べ
て
の
医
療
職
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を

目
指
し
て
、
今
年
も
皆
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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「
健
康
と
は
、
単
に
病
気
で
な
い
と
か
虚
弱
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
身
体
的
、
精
神
的
お
よ
び

社
会
的
に
完
全
に
良
好
な
状
態
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
「
健
康
の
定
義
」
は
、

一
九
四
六
年
に
制
定
さ
れ
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ
憲
章
・
序
文
に
記
載
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
保
健
・
医
療
分
野
の
教
科

書
に
載
っ
て
い
る
有
名
な
「
定
義
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
定
義
」、
何
か
変
で
は
な
い
で
す
か
？

私
は
、
生
ま
れ
て
六
十
有
余
年
、「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
的
健
康
状
態
」
で
あ
っ
た
日
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
よ
う
に

思
う
。
乳
児
期
は
、
お
腹
が
空
い
た
、
お
む
つ
が
濡
れ
た
、
と
泣
き
喚
き
、
虫
歯
に
悩
ま
さ
れ
た
幼
児
期

か
ら
小
学
校
時
代
、
中
学
に
入
る
と
理
科
の
時
間
に
顕
微
鏡
に
映
っ
て
い
る
も
の
が
よ
く
見
え
な
く
な
り
、

強
度
遠
視
と
判
明
、
以
来
、
眼
鏡
を
掛
け
っ
ぱ
な
し
、
社
会
に
出
る
と
毎
日
ス
ト
レ
ス
で
熟
睡
で
き
ず
、

や
が
て
高
血
圧
に
と
、「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
的
健
康
」
と
は
程
遠
い
状
態
。

世
界
六
十
一
億
の
人
口
の
中
で
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
的
〝
健
康
〞
に
恵
ま
れ
て
い
る
人
は
一
体
何
人
い
る
で
あ
ろ

う
か
。
本
学
は
、
そ
の
教
育
理
念
の
中
で
「
病
気
や
障
害
を
持
つ
人
も
持
た
な
い
人
も
共
に
生
き
る
社
会
」

の
実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
的
健
康
目
標
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
も
、
現
実
の
施
策
に
は
前
記
定
義
と
違
っ
た
「
健
康
目
標
」
を
使
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
一
九
七
八
年
、
旧
ソ
連
・
ア
ル
マ
ア
タ
で
Ｗ
Ｈ
Ｏ
と
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
が
共
催
し
た
有
名
な
「
プ
ラ

イ
マ
リ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
国
際
会
議
」
で
打
ち
出
さ
れ
た
〝H

e
a
lth
fo
r
A
ll
b
y
Y
e
a
r
2
0
0
0

〞
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
。
こ
の
〝
西
暦
二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
世
界
の
す
べ
て
の
人
々
に
健
康
を
〞
と
高
々
と
謳
っ
た
〝
健
康

〞
は
、
何
と
最
初
に
述
べ
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ
定
義
の
〝
健
康
〞
で
は
な
く
、「
二

〇
〇
〇
年
ま
で
に
、
各
国
の
乳
児
死
亡
率
を
出
生
一
、〇
〇
〇
対
五
〇

以
下
に
す
る
。（
ち
な
み
に
、
日
本
は
一
九
七
八
年
時
点
で
一
、〇
〇
〇

対
九
、
現
在
は
約
三
）」
等
々
、
か
な
り
〝
現＊

　

実
的
な
健
康
目
標
〞
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
も
本
音
と
建
前
を
使
い
分
け
て
い
る
わ
け

で
、
学
生
に
「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
健
康
の
定
義
」
を
教
え
る
と
き
に
は
、
両
方

を
説
明
し
、
本
学
が
目
指
し
て
い
る
こ
と
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
て
お

く
必
要
が
あ
る
、
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

（
＊
ち
な
み
に
、
二
〇
〇
三
年
現
在
、
多
く
の
発
展
途
上
国
で
、
こ
の
〝
現

実
的
健
康
目
標
〞
さ
え
達
成
で
き
て
い
な
い
。）
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あ
な
た
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
的
に

〝
健
康
〞
で
す
か
？

■連載エッセイ

第三回

大学院教授・国際部部長

長谷川 豊

k e n  •  b u n  •  r o k u

学
生
会
主
催
球
技
大
会
に

総
勢
二
一
〇
名
が
参
加

D
ate:N

o
vem

b
er

11
8

好プレー？続出のフットサル

第
六
期
生
卒
業
研
究
発
表
会

（
理
学
療
法
学
科
四
年
）
開
催

D
ate:N

o
vem

b
er

11
12

ポスター発表では真剣な討論が行われた

D
ate:N

o
vem

b
er

11
24

医
療
経
営
管
理
学
科
主
催

「
医
療
経
営
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催



本
学
の
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
や
地
域
で
ど
の
よ

う
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
か
、
ま
た
授
業
や
大
学

の
設
備
・
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い

る
か
等
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

よ
り
よ
い
大
学
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
た
め
、

平
成
十
四
年
度
に
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
二
〇

〇
二
年
度
国
際
医
療
福
祉
大
学
自
己
点
検
・
評
価

報
告
書
―
学
生
生
活
の
実
態
把
握
・
評
価
」
で
報

告
さ
れ
て
い
る
通
り
で
す
（
本
学
図
書
館
備
付
）。

今
回
は
学
校
生
活
・
学
生
の
厚
生
の
項
目
に
つ

い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
そ
れ
に
対
す
る
改
善

の
取
組
状
況
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

一
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

①
授
業
以
外
で
学
生
が
ど
の
よ
う
な
生
活
を

送
っ
て
い
る
か
（
余
暇
生
活
）、
②
経
済
的
に
は

ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
か
（
経
済
状

況
）、
③
大
学
生
活
全
般
や
大
学
の
設
備
・
サ
ー

ビ
ス
に
満
足
し
て
い
る
か
（
学
生
生
活
全
般
）、

の
三
項
目
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
は
次
の
通
り
で
す
。

①
余
暇
生
活
に
つ
い
て

他
大
学
の
学
生
と
の
交
流
は
約
半
数
の
学
生

が
行
っ
て
い
ま
す
。
約
六
割
の
学
生
が
課
外
活

動
に
参
加
し
て
お
り
、
部
・
サ
ー
ク
ル
活
動
が

主
体
で
す
。
大
学
行
事
へ
の
参
加
動
機
は
、
積

極
的
と
消
極
的
な
も
の
が
半
々
で
し
た
。

②
経
済
状
況
に
つ
い
て

約
八
割
の
学
生
が
両
親
か
ら
学
費
を
得
て
お

り
、
約
六
人
に
一
人
は
奨
学
金
に
よ
っ
て
学
費

の
全
部
も
し
く
は
一
部
を
賄
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
約
七
割
の
学
生
が
生
活
費
は
足
り
る
と
感

じ
て
お
り
、
支
出
は
高
い
順
に
「
食
費
」「
娯

楽
・
交
際
費
」「
住
居
費
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
ル
バ
イ
ト
は
約
五
割
の
学
生
が
し
て
お
り
、

そ
の
う
ち
約
四
割
の
学
生
は
ア
ル
バ
イ
ト
収
入

が
生
活
費
に
欠
か
せ
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

③
学
生
生
活
全
般（
大
学
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
）

に
関
す
る
満
足
度
に
つ
い
て

学
習
の
充
実
感
な
ど
教
育
の
ソ
フ
ト
面
で
は

適
度
な
満
足
を
得
ら
れ
て
い
る
が
、
ハ
ー
ド
面

で
は
部
室
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
遠
い
、
照
明
が

暗
い
、
サ
ー
ク
ル
室
の
不
足
、
運
動
施
設
の
不

足
等
に
対
す
る
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
、
教
務
課
、
学
生
課
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
窓

口
対
応
の
仕
方
や
、
書
籍
売
店
、
カ
フ
ェ
テ
リ

ア
・
コ
ン
ビ
ニ
に
関
し
て
営
業
時
間
の
変
更
な

ど
の
改
善
を
望
む
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

④
総
括

余
暇
生
活
、
経
済
状
況
と
も
現
時
点
で
大
学

と
し
て
早
急
な
取
り
組
み
の
必
要
性
は
な
い
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
学
生
生
活
全
般
で
は

多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
た
大
学
の
施
設
・
サ
ー

ビ
ス
等
の
問
題
点
の
改
善
に
向
け
て
次
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

二
、
具
体
的
な
改
善
の
取
り
組
み
状
況

①
学
生
駐
車
場
に
つ
い
て

平
成
十
五
年
十
月
よ
り
登
録
料
の
大
幅
減
額

を
実
施
し
ま
し
た
。

年
間
登
録
料
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
十

月
一
日
よ
り
自
家
用
車
五
百
円
（
従
来
一
万
八

千
円
）、
バ
イ
ク
・
自
動
二
輪
二
百
円
（
同
五
百

円
）
に
変
更
し
、
今
年
度
の
年
間
登
録
者
に
対

し
、
登
録
料
の
半
期
分
を
返
金
し
ま
し
た
。
平

成
十
六
年
度
か
ら
は
年
間
登
録
の
み
と
な
り
ま

す
。

②
事
務
局
の
窓
口
に
つ
い
て

教
務
課
お
よ
び
学
生
課
の
窓
口
業
務
に
つ
い

て
は
、
平
成
十
六
年
十
月
よ
り
十
三
時
か
ら
十

四
時
の
間
も
窓
口
を
開
け
る
こ
と
に
よ
り
、
九

時
か
ら
十
七
時
ま
で
の
間
窓
口
業
務
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
窓
口
業
務
の
担
当
職
員
は
じ
め
事

務
職
員
全
員
に
つ
い
て
、
接
遇
研
修
を
実
施
す

る
な
ど
し
て
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

学
生
の
皆
さ
ん
も
各
種
ル
ー
ル
の
遵
守
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

③
書
籍
売
店
に
つ
い
て

書
籍
売
店
も
平
成
十
六
年
一
月
よ
り
十
三
時

か
ら
十
四
時
の
間
も
営
業
を
い
た
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
十
時
か
ら
十
六
時
三
十
分
ま
で
営
業

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
図
書
券
・
図
書
カ
ー
ド

の
利
用
は
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

④
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
・コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
つ
い
て

大
学
生
活
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
サ
ー

ビ
ス
の
一
つ
で
あ
る
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
・
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
つ
い
て
は
、
委
託
業
者
に

対
し
学
生
の
皆
さ
ん
の
要
望
を
伝
え
、
改
善
や

見
直
し
を
行
う
よ
う
強
く
申
し
入
れ
を
行
い
ま

し
た
。
大
学
と
し
て
も
重
要
な
改
善
課
題
と
し

て
今
後
と
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

⑤
運
動
施
設
等
に
つ
い
て

運
動
施
設
等
の
整
備
充
実
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
七
年
度
に
予
定
し
て
い
る
薬
学
部
の
設
置
、

開
学
十
周
年
の
事
業
と
し
て
体
育
館
の
増
設
、

武
道
館
の
新
築
、
食
堂
の
新
築
、
図
書
館
の
増

築
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

⑥
そ
の
他

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
か
ざ
は
な
」

の
活
動
報
告
を
受
け
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
収
容

可
能
な
大
型
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
新
設
、
バ
ス
停

か
ら
講
義
棟
間
の
通
路
の
ス
ロ
ー
プ
の
改
修
、
階

段
・
出
入
口
の
改
修
、
手
す
り
の
増
設
等
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
目
指
し
た
構
内
環
境
整
備
を
年

度
内
に
完
成
予
定
で
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

三
、
今
後
の
対
応

こ
の
ほ
か
に
も
数
多
く
の
ご
意
見
、
ご
要
望

等
が
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
検
討
を
行
い
、

可
能
な
も
の
か
ら
解
決
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
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医
療
福
祉
学
科
で
は
、
全
学
生
が
社
会
福
祉

の
国
家
資
格
で
あ
る
社
会
福
祉
士
資
格
の
取
得

を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
受
験
要
件
科
目
の
一

つ
に
「
社
会
福
祉
現
場
実
習
」
が
あ
り
、
本
学
で

は
、
三
年
生
の
夏
休
み
に
全
員
が
希
望
す
る
領
域

の
施
設
や
機
関
で
二
十
三
日
間
の
実
習
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
実
習
生
を
送
り
出
す
学
校
関
係

者
と
、
実
習
指
導
に
当
た
る
施
設
・
機
関
の
関

係
者
と
が
一
同
に
会
し
て
研
究
協
議
を
進
め
る

場
と
し
て
、
去
る
十
二
月
六
日
、「
社
会
福
祉
現

場
実
習
の
位
置
づ
け
と
課
題
」
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
標
記
研
究
大
会
（
大
会
会
長：

鈴
木
五
郎

医
療
福
祉
学
部
長
）
が
本
学
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
関
東
甲
信
越
の
各
地
か
ら
学
校
関

係
者
、
施
設
・
機
関
関
係
者
あ
わ
せ
て
約
三
〇

〇
名
の
参
加
が
あ
り
、
各
分
野
、
地
域
で
抱
え

て
い
る
課
題
を
巡
っ
て
熱
心
な
研
究
協
議
が
行

わ
れ
た
。
午
前
中
の
全
体
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
大
学
、
短
大
、
福
祉
施
設
関
係
者
が
、
そ

れ
ぞ
れ
実
習
教
育
の
到
達
点
と
課
題
に
つ
い
て

発
言
し
、
多
様
な
教
育
環
境
の
も
と
で
、
実
習

の
質
を
一
定
レ
ベ
ル
に
保
つ
必
要
性
と
そ
の
た

め
に
そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組
む
課
題
に
つ
い
て
討

議
を
行
っ
た
。
午
後
は
、
児
童
、
障
害
、
高
齢

等
各
実
習
領
域
ご
と
に
七
分
科
会
に
分
か
れ
、

各
領
域
が
直
面
す
る
課
題
に
関
す
る
分
科
会
討

議
を
行
い
、
最
後
に
、
再
度
全
体
会
で
各
分
科

会
で
の
討
議
内
容
を
報
告
し
あ
い
、
問
題
認
識

を
共
有
し
て
無
事
大
会
の
全
日
程
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
。

初
め
て
こ
の
よ
う
な
大
会
の
開
催
事
務
局
と

な
っ
た
医
療

福
祉
学
科
で

は
、
教
職
員

一
丸
と
な
っ

て
運
営
に
当

た
っ
た
が
、

参
加
者
か
ら

充
実
し
た
内

容
で
あ
っ
た

と
の
感
想
を

い
た
だ
き
ほ

っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
大
会
運
営
に
当
た
っ
て
、
会
場
案
内
、

受
付
、
記
録
な
ど
、
述
べ
一
〇
〇
名
の
学
部
生
・

大
学
院
生
に
協
力
い
た
だ
い
た
が
、
当
日
参
加

し
た
施
設
関
係
者
か
ら
学
生
の
対
応
ぶ
り
を
非

常
に
高
く
評
価
い
た
だ
き
、「
ぜ
ひ
国
際
医
療
福

祉
大
学
か
ら
新
人
職
員
を
採
用
し
た
い
」
と
の

申
し
出
を
受
け
た
と
い
う
、
ち
ょ
っ
と
嬉
し
い

「
副
産
物
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
最
後
に
付
け
加
え

て
お
く
。

（
医
療
福
祉
学
科

小
林
雅
彦
）

一
、
日
時

二
〇
〇
三
度
の
標
記
発
表
会
は
十
二
月
二
十

一
日
（
日
）
十
三
時
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

二
、
場
所

当
初
会
場
は
大
田
原
本
校
に
限
り
行
う
予

定
で
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
東
京
キ
ャ
ン

パ
ス
と
福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
サ
テ
ラ
イ
ト

方
式
で
参
加
が
可
能
と
な
っ
た
。

三
、
会
場
と
報
告
の
概
略

会
場
は
通
常
使
わ
れ
て
い
る
教
室
Ａ，

Ｂ

と
、
演
習
室
の
一
教
室
を
Ｃ
会
場
と
し
て
行
わ

れ
た
。
報
告
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

Ａ
会
場：

放
射
線
・
情
報
科
学
分
野
関
係
二

題
、
理
学
療
法
学
分
野
十
一
題

Ｂ
会
場：

言
語
聴
覚
分
野
二
題
、
作
業
療
法

学
分
野
四
題
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
分

野
二
題
、
看
護
学
分
野
四
題

Ｃ
会
場：

作
業
療
法
学
分
野
一
題
、
看
護
学
分

野
九
題
、
放
射
線
・
情
報
科
学
分
野
関
係
二
題

四
、
報
告
会
の
様
子

報
告
者
の
都
合
に
よ
り
、
聴
講
し
た
Ａ
会

場
の
み
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

Ａ
会
場
で
は
一
年
生
（
Ｄ
１
）
七
名
、
二
年

生
（
Ｄ
２
）
六
名
の
発
表
が
あ
っ
た
。
Ｄ
２

に
つ
い
て
は
、
三
年
の
期
間
に
対
し
て
二
年

が
終
わ
ろ
う
と
す
る
と
き
で
あ
り
、
実
質
的

に
一
年
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
か
な
り
ま
と

ま
り
つ
つ
あ
る
内
容
も
あ
る
一
方
で
、
論
文

に
ま
と
め
ら
れ
る
の
か
が
不
安
に
な
る
よ
う

な
内
容
の
報
告
も
あ
っ
た
。
今
後
、
博
士
課

程
全
体
の
研
究
・
論
文
の
質
を
高
め
る
た
め

の
議
論
も
必
要
と
考
え
る
。

Ｄ
１
は
む
し
ろ
研
究
の
端
緒
に
つ
い
た
時

期
で
あ
る
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
報
告
の
機

会
に
指
導
教
員
以
外
の
先
生
の
意
見
を
聞
き
、

普
段
の
指
導
と
は
異
な
る
側
面
か
ら
テ
ー
マ

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
大
変
意
味
の
あ
る

こ
と
と
思
う
。
実
際
Ｄ
１，

Ｄ
２
に
か
か
わ

ら
ず
、
多
く
の
教
員
か
ら
、
ま
た
同
僚
の
大

学
院
生
よ
り
種
々
の
質
問
が
出
て
い
た
。
雰

囲
気
と
し
て
は
大
変
活
発
で
あ
り
、
有
意
義

な
報
告
会
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

簡
単
で
あ
る
が
、
報
告
に
代
え
る
。

（
大
学
院
　
田
中
繁
）
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シンポジウムでは活発な討議が行われた

D
ate:D

ecem
b

er

12
6

社
会
福
祉
現
場
実
習
の
あ
り
方
を
協
議

―
二
〇
〇
三
年
度
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
開
催
―

二
〇
〇
三
年
度
大
学
院
博
士
後
期
課
程

一，

二
年
発
表
会

D
ate:D

ecem
b

er
12
21

こ
ん
に
ち
は
、
同
窓
会
会
長
の
野
田
で
す
。

さ
て
、
去
る
昨
年
の
十
一
月
二
十
三
日
（
日
）

に
、
同
窓
会
企
画
「
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
セ
ミ
ナ
ー
＆
座

談
会
」
と
題
し
、
同
窓
生
な
ら
び
に
在
校
生
の
た

め
の
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
初
め
て
の
試
み
で

し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
反
響
を
い
た
だ
き
、
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
し
て
い
た
だ
け
た
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。「で

き
れ
ば
社
会
人
に
な
り
た
く
な
い
の
で
す

が
…
」
こ
の
春
か
ら
病
院
に
勤
め
る
こ
と
と
な
っ

た
男
子
在
学
生
の
一
言
か
ら
、
こ
の
会
を
ぜ
ひ
続

け
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

「
知
ら
な
い
世
界
に
飛
び
込
む
の
だ
か
ら
み
ん
な

心
配
で
す
。」
そ
う
言
い
か
け
て
、
ふ
と
当
時
の

自
分
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
と
り
あ
え
ず
の
勉
強
、

と
り
あ
え
ず
の
志
、
と
り
あ
え
ず
の
格
好
で
踏
み

出
す
一
歩
が
な
ん
と
心
も
と
な
か
っ
た
こ
と
か
。

「
そ
う
だ
、
い
い
こ
と
を
教
え
ま
し
ょ
う
。
実
は

み
ん
な
あ
ま
り
知
ら
な
い
の
で
す
よ
。」
事
実
で

す
。
知
ら
な
い
こ
と
は
恥
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
知
ら
な
い
こ
と
は
実
は
と
て
も
重
要
な
こ
と

で
す
。
曖
昧
に
覚
え
た
り
、
思
い
込
み
を
す
る
よ

り
、
ず
っ
と
謙
虚
で
冷
静
で
す
。
も
し
か
し
た
ら

彼
に
は
得
心
が
い
っ
て
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

頑
張
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

会
場
で
は
た
く
さ
ん
の
白
熱
し
た
会
話
が
あ
り

ま
し
た
。
同
窓
会
も
兼
ね
て
い
ま
す
か
ら
、
懐
か

し
い
会
話
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
き
っ
と
ト
ッ

プ
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
「
企
業
秘
密
（
？
）」
も
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

Column

同
窓
会
通
信

同
窓
会「
マ
ロ
ニ
エ
会
」会
長
野
田
忠
明

バス停からの通路のスロープを改修

よ
り
充
実
し
た
学
生
生
活
を
―
―

「
学
生
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
基
に
、
改
善
の
取
り
組
み
が
始
ま
る



の
エ
ー
ル
と
感
謝
、
両
親
へ
の
感
謝
、
将
来
の
希

望
お
よ
び
抱
負
な
ど
の
ス
ピ
ー
チ
の
一
つ
ひ
と
つ

が
心
に
残
る
。
ス
ピ
ー
チ
を
聞
き
な
が
ら
起
こ
る

別
れ
の
現
実
ゆ
え
の
心
の
空
洞
化
現
象
。
し
か
し
、

卒
業
生
の
活
躍
も
期
待
し
て
い
る
。
卒
業
生
か
ら

の
心
に
残
る
一
言
、「
大
学
生
活
は
大
変
楽
し
か
っ

た
。」「
理
学
療
法
士
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
。」「
国

際
医
療
福
祉
大
学
を
卒
業
し
て
よ
か
っ
た
。」「
先

生
と
出
会
え
て
よ
か
っ
た
。」
な
ど
を
聞
き
な
が

ら
、
卒
業
生
の
活
躍
を
聞
き
、
目
に
す
る
た
び
に
、

何
も
で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
は
い
え
、

卒
業
生
が
確
実
に
成
長
し
て
い
る
姿
を
拝
見
す
る

と
大
変
う
れ
し
く
思
う
。N

無
名
と
い
う
こ
と

言
語
聴
覚
学
科
長
　
伊
藤
元
信

沢
木
耕
太
郎
と
い
う
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家

が
い
る
。
独
自
の
手
法
と
文
体
が
彼
の
作
品
の
魅

力
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
私
は
彼
の
抑
制
の
効
い
た

表
現
が
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
の
か
が
、
長
い

間
気
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
疑
問
が
昨
年
よ
う
や

く
解
け
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
二
〇
〇
三
年
は
私

に
と
っ
て
さ
さ
や
か
だ
が
確
実
に
一
つ
の
収
穫
が

あ
っ
た
年
に
な
っ
た
。

沢
木
は
、
昨
年
の
秋
に
父
の
死
を
描
い
た
『
無

名
』
と
い
う
作
品
を
発
表
し
た
。
彼
の
父
は
明
治

生
ま
れ
で
、
裕
福
な
家
庭
に
育
ち
一
族
の
会
社
の

経
営
に
加
わ
っ
て
い
た
が
、
会
社
が
倒
産
し
た
後

は
溶
接
工
場
を
起
こ
し
、
ガ
ス
溶
接
の
専
門
家
と

し
て
手
堅
い
仕
事
を
し
て
き
た
。
放
蕩
も
せ
ず
悪

事
も
犯
さ
ず
、
一
合
の
酒
と
一
冊
の
本
が
あ
れ
ば

よ
い
と
い
う
、
彼
の
息
子
に
言
わ
せ
れ
ば
真
の
〝
無

頼
〞
な
生
き
方
を
貫
い
て
き
た
「
無
名
の
人
」
で

あ
っ
た
。
息
子
は
、
旧
制
高
校
的
教
養
の
持
ち
主

で
あ
る
父
の
知
識
量
に
圧
倒
さ
れ
畏
怖
に
近
い
念

を
抱
き
続
け
て
き
た
。
そ
し
て
、
文
章
を
書
く
よ

う
に
な
っ
て
も
、
は
し
ゃ
い
だ
物
言
い
は
決
し
て

し
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、「
…
常
に
父
の
眼
を

意
識
し
て
い
た
か
ら
だ
。
父
の
眼
、
と
い
う
よ
り
、

父
た
ち
の
眼
、
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
を
意
識
し

つ
づ
け
て
き
た
。
彼
ら
の
眼
が
、
私
に
「
知
っ
た

か
ぶ
り
」
の
偉
そ
う
な
口
を
き
く
の
を
た
め
ら
わ

せ
た
。
…
」（
沢
木
耕
太
郎
著
『
無
名
』
幻
冬
舎
、

二
〇
〇
三
年
、
一
八
七
ペ
ー
ジ
）
か
ら
で
あ
る
。

私
自
身
も
ま
た
、
文
章
を
書
き
、
人
の
前
で
話

を
す
る
と
き
に
、
無
名
の
人
々
を
畏
れ
る
。

N

重
度
の
心
身
障
害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の
見
る
世
界

視
機
能
療
法
学
科
長
　
新
井
田
孝
裕

昨
年
は
二
つ
の
出
会
い
が
と
て
も
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
一
つ
は
杉
原
先
生
か
ら
依
頼
さ
れ
、

三
柴
講
師
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の

患
者
さ
ん
の
視
機
能
の
評
価
に
出
向
い
た
こ
と
。

そ
の
後
も
三
柴
講
師
が
精
力
的
に
入
所
者
の
視
機

能
評
価
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
も
う
一
つ
は

修
士
課
程
の
院
生
の
相
談
に
乗
っ
て
ほ
し
い
と
鎌

倉
先
生
か
ら
依
頼
さ
れ
、「
金
色
」
に
特
別
な
反
応

を
示
す
視
覚
障
害
を
伴
う
発
達
障
害
児
の
研
究
に

少
し
助
言
で
き
た
こ
と
で
す
。
視
覚
と
は
眼
に
入

っ
た
膨
大
な
情
報
が
脳
に
伝
わ
り
、
脳
の
さ
ま
ざ

ま
な
領
域
で
分
析
さ
れ
、
記
憶
と
の
照
合
や
注
意

が
常
に
働
い
て
認
知
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の

視
覚
情
報
に
基
づ
い
て
種
々
の
運
動
を
遂
行
し
て

い
ま
す
。
重
度
の
心
身
障
害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち

の
多
く
は
、
運
動
機
能
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
障
害
に
加
え
て
、
眼
と
手
の
協
調
運
動
が
未
発

達
な
た
め
外
界
と
の
か
か
わ
り
が
大
き
く
制
限
さ

れ
て
い
た
り
、
眼
自
体
に
も
強
い
遠
視
や
乱
視
な
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斯
木（
ジ
ャ
ム
ス
）の
コ
ス
モ
ス

保
健
学
部
長
・
作
業
療
法
学
科
長
　
杉
原
素
子

平
成
十
五
年
九
月
末
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
短
期
派
遣
専

門
家
と
し
て
中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ

ン
タ
ー
に
出
向
い
た
際
、
休
日
を
利
用
し
中
国
障

害
者
連
合
会
の
支
え
を
得
て
黒
龍
江
省
の
斯
木
（
ジ

ャ
ム
ス
）
を
旅
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
学
に
留

学
し
て
い
た
理
学
療
法
士
の
劉
建
華
君
が
付
き
添

っ
て
く
れ
た
。

な
ぜ
、
斯
木
な
の
か
。
私
の
祖
父
は
昭
和
二
十

二
年
頃
、
こ
の
斯
木
の
地
で
捕
ら
わ
れ
中
共
軍
に

銃
殺
さ
れ
た
と
厚
生
労
働
省
の
記
録
に
あ
る
。
祖

父
は
当
時
満
州
拓
殖
公
社
総
裁
と
し
て
三
十
数
万

人
の
日
本
の
開
拓
民
の
責
任
あ
る
立
場
に
お
り
、

戦
後
の
ソ
連
軍
の
侵
攻
の
た
め
責
任
を
と
る
か
た

ち
で
捕
ら
わ
れ
斯
木
の
収
容
所
に
収
監
さ
れ
た
そ

う
で
あ
る
。

劉
君
と
黒
龍
江
省
の
ハ
ル
ピ
ン
か
ら
斯
木
に
向

か
っ
て
車
で
三
時
間
ば
か
り
揺
ら
れ
な
が
ら
、
窓

外
を
眺
め
て
い
る
と
日
本
の
開
拓
民
が
耕
し
た
で

あ
ろ
う
美
し
く
整
地
さ
れ
た
水
田
や
畑
、
そ
し
て

道
に
コ
ス
モ
ス
の
花
が
延
々
と
咲
い
て
い
る
光
景

が
目
に
写
っ
て
言
葉
を
失
っ
た
。
そ
の
光
景
は
劉

君
に
言
わ
せ
れ
ば
、「
日
本
と
そ
っ
く
り
だ
」
で
あ

っ
た
。

私
の
祖
父
は
コ
ス
モ
ス
が
大
好
き
だ
っ
た
し
、

赴
任
し
た
先
々
で
コ
ス
モ
ス
を
植
え
続
け
た
と
聞

い
て
い
た
。
劉
君
は
コ
ス
モ
ス
と
美
し
い
畑
の
写

真
を
撮
り
続
け
、
帰
国
後
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
し
て

私
に
送
っ
て
く
れ
た
。
私
は
、
念
願
の
祖
父
に
会

え
た
気
が
し
た
し
、
コ
ス
モ
ス
に
囲
ま
れ
た
こ
の

地
の
開
拓
民
の
姿
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
、
一
層
コ
ス
モ
ス
が
愛
お
し
く
思
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。

N

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
者
の
調
査
に
取
組
ん
で

医
療
福
祉
学
部
長
・
医
療
福
祉
学
科
長
　
鈴
木
五
郎

二
〇
〇
三
年
、
私
の
心
に
残
る
で
き
ご
と
は
、

日
本
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
参
加
し
た
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
さ
ん
た
ち
の

実
態
調
査
で
す
。
こ
れ
は
、
専
門
職
団
体
の
メ
ン

バ
ー
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
調
査
の
委
託
を
受

け
た
も
の
で
、
全
国
十
三
カ
所
の
療
養
所
で
生
活

を
し
て
い
る
ハ
ン
セ
ン
病
の
元
患
者
さ
ん
た
ち
か

ら
、
隔
離
収
容
生
活
の
経
過
や
実
態
を
聞
か
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
私
は
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
責
任

者
と
し
て
、
青
森
県
と
宮
城
県
に
あ
る
療
養
所
の

調
査
班
を
受
け
持
ち
ま
し
た
。

春
か
ら
秋
に
か
け
て
何
度
も
現
地
を
訪
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
感
じ
た
こ
と
は
、「
無
知
」
の
恐
ろ

し
さ
と
、
専
門
家
・
行
政
の
責
任
の
重
さ
で
す
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
か
ら
隔
離
収
容
し
な
い
よ
う
に
と
勧
告
さ

れ
た
後
も
三
十
数
年
に
わ
た
り
大
勢
の
人
た
ち
を

隔
離
収
容
し
て
き
た
こ
と
の
根
源
に
あ
る
の
は
私

た
ち
の
無
知
で
あ
り
、
責
任
あ
る
立
場
に
い
た
者

に
よ
る
無
理
解
と
差
別
で
す
。

療
養
所
の
中
に
あ
る
巨
大
な
納
骨
堂
、
寺
院
通

り
と
称
さ
れ
る
道
路
沿
い
の
寺
や
教
会
、
不
自
由

者
棟
と
い
わ
れ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
よ
う

な
施
設
、
い
ず
れ
も
長
い
間
閉
じ
込
め
ら
れ
て
き

た
人
々
の
今
日
も
続
く
生
活
の
場
の
姿
で
す
。
も

う
平
均
年
齢
七
十
六
歳
に
な
る
と
い
う
在
療
者
の

方
々
と
話
し
を
す
る
と
「
死
ぬ
ま
で
に
一
度
故
郷

に
帰
り
た
い
」、「
父
母
の
墓
参
り
を
し
た
い
」、「
社

会
内
生
活
を
経
験
し
た
い
」
と
願
っ
て
い
ま
す
。

N

教
訓
は
、あ
の
日
の
ド
ッ
キ
リ
、あ
の
ヒ
ヤ
リ

看
護
学
科
長
　
中
西
睦
子

車
に
つ
い
て
は
自
信
が
あ
る
。
い
つ
の
日
に
か

必
ず
や
ひ
か
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
自
信
で
あ
る
。

私
が
、
こ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
に
は
理
由
が

あ
る
。
ま
さ
に
、
昨
年
私
は
、
車
に
「
ひ
か
れ
そ

う
に
」
な
っ
た
の
で
あ
る
。
場
所
は
こ
の
大
田
原

で
あ
る
。

雨
が
降
っ
て
い
た
。
私
は
傘
を
さ
し
て
ア
パ
ー

ト
の
近
く
の
交
差
点
で
信
号
が
青
に
変
わ
る
の
を

待
っ
て
い
た
。
私
は
信
号
が
青
に
変
わ
っ
た
の
を

確
認
す
る
と
横
断
歩
道
を
渡
り
始
め
た
の
だ
が
、

一
台
の
ワ
ゴ
ン
車
は
、
私
が
渡
り
始
め
た
の
を
見

て
、（
当
然
の
こ
と
だ
が
）
止
ま
っ
て
待
っ
て
い
て

く
れ
た
。
と
、
右
折
し
て
き
た
小
さ
な
赤
い
車
が
、

「
こ
の
車
何
を
モ
タ
モ
タ
し
て
い
る
」
と
言
わ
ん
ば

か
り
に
、
ワ
ゴ
ン
車
の
陰
か
ら
猛
烈
な
ス
ピ
ー
ド

で
、
私
の
真
横
に
飛
び
出
し
て
き
て
、
す
ん
で
の

と
こ
ろ
で
急
停
車
し
た
。
肝
を
潰
す
と
は
こ
の
こ

と
で
、
動
転
す
る
私
を
残
し
て
そ
の
車
は
、
一
言

の
謝
罪
も
無
し
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
あ
の
と
き
、

ナ
ン
バ
ー
を
確
認
し
て
い
さ
え
す
れ
ば
、
と
今
だ

に
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
は
一
度
で
は
な
い
。
そ
の
後
も

帰
宅
途
中
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
駐
車
場
で

同
じ
よ
う
な
思
い
を
し
た
。
大
田
原
の
ド
ラ
イ
バ

ー
は
、
渋
滞
の
道
路
で
大
し
た
ス
ピ
ー
ド
も
出
せ

ず
に
い
る
東
京
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
比
べ
て
行
儀
が

悪
い
と
常
々
思
っ
て
い
た
が
、
こ
の
と
き
ほ
ど
そ

れ
を
確
信
し
た
日
は
な
い
。
私
は
、
以
来
大
田
原

で
は
青
信
号
を
信
用
し
な
い
こ
と
に
し
た
。
我
が

身
の
安
全
は
自
分
で
守
る
と
決
め
た
の
で
あ
る
。

人
一
倍
お
っ
か
な
い
思
い
を
し
た
の
だ
か
ら
、

こ
の
く
ら
い
の
文
句
は
言
わ
せ
て
も
ら
っ
て
も
罪

に
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
だ
が
。

N

Ｐ
Ｔ
学
科
卒
業
証
書
授
与
式
に
思
う

理
学
療
法
学
科
長

丸
山
仁
司

最
近
物
忘
れ
速
度
が
加
速
さ
れ
、
多
く
の
出
来

事
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
少
し
前
の
出
来
事
も
遠
い

昔
に
感
じ
ら
れ
る
中
、
記
録
を
た
ど
っ
て
一
年
を

振
り
返
る
と
、
そ
れ
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が

思
い
出
さ
れ
る
。
三
月
に
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
と
イ
ラ
ク
戦

争
の
た
め
、
中
国
へ
の
研
修
旅
行
が
中
止
に
な
っ

た
こ
と
、
そ
の
後
の
卒
業
式
、
四
月
の
入
学
式
と

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ
、
五
月
以
後
は
ま
さ

に
光
陰
矢
の
ご
と
し
で
、
学
会
、
運
動
会
、
中
国

派
遣
、
大
学
祭
、
バ
ス
旅
行
、
暮
れ
の
忘
年
会
と

忙
し
く
時
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。

そ
の
中
で
最
も
心
に
残
る
出
来
事
は
、
Ｐ
Ｔ
学

科
の
卒
業
証
書
授
与
式
で
は
な
い
か
と
思
う
。
毎

年
、
証
書
授
与
時
に
学
生
一
人
ひ
と
り
に
一
分
間

程
度
で
、
四
年
間
の
感
想
、
現
在
の
気
持
ち
な
ど

を
ス
ピ
ー
チ
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
感
激
の
涙

で
話
せ
な
く
な
る
人
、
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
一
芸

を
披
露
す
る
人
な
ど
い
る
が
、
同
級
生
や
友
人
へ
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ど
の
屈
折
異
常
や
斜
視
を
持
ち
、
中
に
は
周
期
的

に
眼
が
揺
れ
る
眼
振
や
情
報
を
脳
に
伝
え
る
視
神

経
が
萎
縮
し
て
い
る
お
子
さ
ん
も
い
ま
す
。
残
念

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
眼
科
医
・
視
能
訓
練
士
と
も

こ
の
分
野
に
は
ほ
と
ん
ど
か
か
わ
っ
て
こ
な
か
っ

た
の
が
現
状
で
す
。
な
ぜ
な
ら
短
時
間
の
外
来
検

査
や
診
察
で
は
十
分
に
評
価
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

思
う
よ
う
に
意
思
の
疎
通
が
で
き
な
か
っ
た
り
、

心
を
閉
ざ
し
た
子
ど
も
た
ち
の
訴
え
を
理
解
し
、

残
っ
て
い
る
視
機
能
を
フ
ル
に
活
用
す
る
に
は
、

根
気
と
愛
情
を
持
っ
て
、
時
間
を
か
け
て
何
回
も

接
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
ち
ょ
っ

と
し
た
彼
ら
の
表
情
の
変
化
や
し
ぐ
さ
か
ら
視
反

応
を
読
み
取
る
洞
察
力
と
工
夫
も
要
求
さ
れ
ま
す
。

他
の
職
種
の
方
々
と
の
連
携
や
、
視
能
訓
練
士
の

こ
れ
か
ら
の
職
域
を
考
え
て
い
く
上
で
も
、
大
変

意
義
深
い
出
会
い
で
し
た
。

N

国
境
を
越
え
て放

射
線
・
情
報
科
学
科
長
　
飯
沼
一
浩

二
〇
〇
三
年
に
は
大
学
生
活
に
お
い
て
も
個
人

的
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
阪
神

フ
ァ
ン
の
私
に
と
っ
て
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
優
勝

は
一
つ
の
嬉
し
い
出
来
事
で
し
た
が
、
最
近
の
世

界
情
勢
を
見
る
と
、
本
当
に
喜
び
、
期
待
に
胸
を

膨
ら
ま
せ
る
気
持
ち
に
な
れ
な
い
と
い
う
の
が
正

直
な
と
こ
ろ
で
す
。

力
を
背
景
に
し
た
大
国
主
義
と
そ
れ
に
対
抗
す

る
テ
ロ
。
解
決
の
糸
口
が
見
え
な
い
世
界
情
勢
に

心
が
痛
み
ま
す
が
、
望
み
を
捨
て
ず
、
本
年
も
張

り
切
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
学
の
卒
業
生
が
、
医
療
福
祉
の
現
場
で
日
常

業
務
に
真
剣
に
取
り
組
み
活
躍
さ
れ
て
い
る
と
い

う
情
報
が
最
も
嬉
し
く
、
ま
た
、
国
内
外
で
医
療

福
祉
を
通
し
て
、
人
種
や
思
想
、
国
境
を
越
え
た

活
躍
を
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
強
く
願
う
次
第

で
す
。

N

ハ
ワ
イ
で
考
え
た
戦
争
と
平
和

医
療
経
営
管
理
学
科
長
　
水
巻
中
正

娘
が
三
月
に
ハ
ワ
イ
で
結
婚
式
を
挙
げ
る
こ
と

に
な
り
、
一
家
で
ホ
ノ
ル
ル
に
向
っ
た
。
挙
式
ま

で
の
合
間
、
街
中
に
出
た
り
、
ワ
イ
キ
キ
の
浜
辺

を
散
策
し
て
時
間
を
つ
ぶ
し
た
が
、
浜
辺
に
突
堤

が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
潜
水
艦
で
も
ぐ
り
、
海
中

を
旋
回
で
き
る
観
光
コ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

た
。
物
見
遊
山
的
な
気
持
ち
で
乗
り
込
ん
で
み
た
。

ア
メ
リ
カ
人
の
若
者
や
家
族
連
れ
そ
し
て
日
本
人

の
カ
ッ
プ
ル
な
ど
で
賑
わ
い
、
ブ
ル
ー
、
イ
エ
ロ

ー
な
ど
の
色
彩
豊
か
な
熱
帯
魚
や
人
間
の
丈
よ
り

も
大
き
い
サ
メ
の
遊
泳
に
嬌
声
を
発
し
、
深
海
の

旅
を
堪
能
し
た
。

間
も
な
く
、
海
底
に
巨
大
な
廃
船
が
横
た
わ
り
、

そ
の
周
り
を
魚
が
泳
ぐ
光
景
に
出
く
わ
し
た
。
船

に
は
コ
ケ
が
茫
々
と
生
え
、
大
砲
や
銃
口
と
お
ぼ

し
き
鉄
製
の
筒
が
船
体
か
ら
飛
び
出
し
、
闇
の
中

に
眠
っ
て
い
た
。
一
九
四
一
年
十
二
月
八
日
、
日

本
軍
が
真
珠
湾
攻
撃
し
た
際
に
沈
没
し
た
米
軍
の

潜
水
艦
だ
っ
た
。
一
隻
だ
け
で
な
く
何
隻
も
散
ら

ば
っ
て
い
た
。
戦
争
の
残
骸
が
目
の
前
に
あ
っ
た
。

地
上
の
平
和
と
海
底
の
残
骸
。
観
光
化
し
な
が

ら
も
、
戦
争
を
風
化
さ
せ
な
い
ア
メ
リ
カ
人
の
す

さ
ま
じ
い
執
念
、
憎
悪
の
念
に
圧
倒
さ
れ
た
。
日

本
人
の
カ
ッ
プ
ル
に
目
を
や
り
な
が
ら
「
何
を
考

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
思
っ
た
。
帰
国
後
、

「
テ
ロ
絶
滅
」
を
大
義
に
イ
ラ
ク
戦
争
に
突
入
し
た

ア
メ
リ
カ
人
の
原
点
は
真
珠
湾
攻
撃
に
あ
る
。
そ

う
い
う
思
い
が
強
ま
っ
た
。

全
学
科
長
の

二
〇
〇
三
年

、

私
の
心
に
残
る

出
来
事

N

杉原素子
鈴木五郎
中西睦子
丸山仁司
伊藤元信
新井田孝裕
飯沼一浩
水巻中正



新
春
の
ご
挨
拶

国
際
医
療
福
祉
大
学
附
属
熱
海
病
院
院
長

神
D

仁

当
院
が
平
成
十
四
年
七
月
に
国
立
熱
海
病
院
を

継
承
し
開
院
し
て
か
ら
一
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
病
院
の
立
上
げ
に

尽
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

地
元
の
熱
海
市
を
は
じ
め
近
隣
各
市
町
村
の
要

望
に
応
え
る
べ
く
国
立
病
院
時
代
に
休
棟
中
で
あ

っ
た
病
棟
を
復
活
し
、
患
者
様
の
受
入
れ
体
制
を

充
実
さ
せ
、
さ
ら
に
小
児
科
に
つ
い
て
は
静
岡
県

東
部
地
域
で
は
数
少
な
い
二
十
四
時
間
の
診
療
体

制
を
整
え
ま
し
た
。
患
者
様
か
ら
は
当
院
の
職
員

の
対
応
は
大
変
親
切
で
、
医
師
も
丁
寧
に
説
明
し

て
く
れ
る
と
の
よ
い
評
判
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
患
者
数
は
外
来
の
一
日
平
均
が
五
〇
〇
名
、

入
院
の
一
日
平
均
が
一
五
〇
名
と
な
り
、
国
立
熱

海
病
院
引
継
ぎ
時
か
ら
お
お
よ
そ
三
倍
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

当
院
の
教
授
陣
が
医
療
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
話

題
を
講
演
す
る
公
開
講
座
を
こ
れ
ま
で
に
二
回
開

催
し
て
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
当
院
は
大
学
の
附
属
病
院
で
あ
る
た
め
、

本
校
か
ら
実
習
生
を
受
入
れ
臨
床
教
育
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
ま
す
。
当
院
が
ま
だ
国
立
病
院
時
代

の
古
い
建
物
を
使
用
し
て
い
る
た
め
十
分
な
環
境

と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
皆
様
の
ご
助
言
を
得
な
が

ら
、
今
後
と
も
本
学
の
附
属
病
院
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

院
内
に
眼
を
転
じ
ま
す
と
学
術
懇
話
会
や
安
全

対
策
講
習
会
、
褥
瘡
講
習
会
な
ど
の
職
員
の
資
質

向
上
に
寄
与
す
る
行
事
が
活
発
に
行
わ
れ
、
オ
ー

プ
ン
し
て
短
期
間
に
し
て
は
順
調
な
滑
り
出
し
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
病
棟
の
新
築
工
事
に
つ
い
て
は
順
調
に
進
ん

で
お
り
ま
す
。
一
年
半
後
に
は
新
し
い
病
院
建
物

で
よ
り
充
実
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
今
年
は
新
病
院
で
の
業
務

も
念
頭
に
お
き
、
準
備
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
職
員
一
同
、
患
者
様
に
安
心
し
て

い
た
だ
け
る
病
院
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
二
回
諮
問
委
員
会
の
開
催

十
二
月
五
日
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
附
属
熱
海

病
院
「
第
二
回
諮
問
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
熱
海
病
院
諮
問
委
員
会
は
行
政
関
係
者

や
有
識
者
、
病
院
利
用
代
表
者
な
ど
の
諮
問
委
員

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
病
院
に
対
す
る
ご
意
見

等
を
伺
う
会
で
す
。

委
員
長
は
脚
本
家
の
橋
田
壽
賀
子
先
生
が
務
め

ら
れ
て
お
り
、
他
に
岩
見
隆
夫
委
員
（
毎
日
新
聞

社
特
別
顧
問
）
な
ど
十
二
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

当
日
は
本
校
か
ら
谷
学
長
、
長
谷
川
専
務
、
小

畑
常
務
が
出
席
し
、
委
員
の
皆
様
か
ら
は
救
急
医

療
の
さ
ら
な
る
充
実
を
求
め
る
声
や
予
約
診
療
に

よ
り
待
ち
時
間
を
少
な
く
さ
せ
る
提
案
な
ど
、
今

後
の
病
院
運
営
に
役
立
て
る
べ
き
貴
重
な
ご
意
見

を
頂
き
ま
し
た
。

＊
　
＊
　
＊

第
三
回
院
内
安
全
対
策
講
習
会
の
開
催

去
る
十
一
月
十
八
日
、
当
院
の
安
全
対
策
委
員

会
の
主
催
で
「
第
三
回
院
内
安
全
対
策
講
習
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
講
師
に
医
師
と
弁
護
士
の
ダ
ブ
ル
ラ
イ
セ

ン
ス
を
お
持
ち
の
古
川
俊
治
先
生
を
お
招
き
し
ま

し
た
。

古
川
先
生
は
現
役
で
医
師
と
弁
護
士
を
兼
任
さ

れ
て
い
る
日
本
で
も
数
少
な
い
先
生
で
、
当
院
職

員
一
二
〇
名
が
参
加
し
て
、
医
療
訴
訟
の
背
景
な

ど
先
生
の
有
益
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

講
師：

古
川
俊
治
先
生

現
在
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
外
科
ス
タ
ッ
フ
、

同
大
法
学
部
講
師
と
弁
護
士
（
東
京
弁
護
士
会
、

Ｔ
Ｍ
Ｉ
総
合
法
律
事
務
所
）
を
兼
任

＊
　
＊
　
＊

第
一
回
包
括
的
指
示
に
よ
る

除
細
動
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
講
習
会
の
開
催

十
二
月
十
三
日
、
熱
海
市
消
防
隊
と
共
同
で
「
第

一
回
包
括
的
指
示
に
よ
る
除
細
動
プ
ロ
ト
コ
ー
ル

講
習
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
厚
生
労
働
省
が
進
め
る
除
細
動

プ
ロ
ト
コ
ー
ル
体
制
の
整
備
に
か
か
わ
る
も
の
で

す
。
具
体
的
に
は
救
急
現
場
か
ら
医
療
機
関
に
急

患
を
搬
送
す
る
間
に
お
い
て
、
救
急
救
命
士
等
が

医
行
為
を
実
施
す
る
場
合
、
そ
の
医
行
為
を
医
師

が
指
示
ま
た
は
指
導
・
助
言
し
て
そ
れ
ら
の
医
行

為
の
質
を
保
証
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
当

院
の
医
師
が
実
際
に
救
急
救
命
士
を
指
示
で
き
る

よ
う
に
開
催
さ
れ
る
講
習
会
で
す
。
当
日
は
当
院

医
師
十
五
名
が
出
席
し
、
訓
練
用
人
形
を
用
い
て

実
際
に
除
細
動
の
訓
練
を
行
う
講
習
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
院
は
今
後
と
も
地
元
救
急
隊
と
協
力
し
て
救

急
医
療
体
制
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

＊
　
＊
　
＊

第
三
回
大
学
附
属
熱
海
病
院
公
開
講
座
の
ご
案
内

当
院
の
教
授
陣
が
医
療
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

話
題
を
講
演
す
る
第
三
回
公
開
講
座
を
左
記
の
予

定
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

【
講
座
内
容
】

一．

築
山
つ
き
や
ま

久ひ
さ

一
郎
い
ち
ろ
う

国
際
医
療
福
祉
大
学
教
授
（
循
環
器
科
）

「
高
血
圧
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方
」

二．

唐
澤
か
ら
さ
わ

英え
い

偉い

国
際
医
療
福
祉
大
学
教
授
（
消

化
器
科
）

「
脂
肪
肝
と
は
？
〜
脂
肪
肝
と
慢
性
肝
炎
〜
」

三．

五ご

來ら
い

逸い
つ

雄お

国
際
医
療
福
祉
大
学
教
授
（
産
婦
人
科
）

「
骨
粗
鬆
症
と
は
？
〜
そ
の
診
断
基
準
と
治

療
方
法
〜
」

四．

腰こ
し

野の

富
久

と
み
ひ
さ

国
際
医
療
福
祉
大
学
教
授

（
整
形
外
科
）

「
骨
の
も
ろ
さ
と
折
れ
や
す
さ
〜
骨
粗
鬆
症

と
骨
折
〜
」

日
時：

平
成
十
六
年
二
月
八
日
（
日
）

十
三
時
〇
〇
分
〜
十
六
時
三
〇
分

場
所：

熱
海
観
光
会
館
（
熱
海
市
役
所
隣
）

※
参
加
費
無
料

※
受
付
窓
口
・
外
来
窓
口
に
て
お
申
込
み
下
さ
い
（
お
電
話
で
も

お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
）。

※
当
日
は
十
二
時
よ
り
熱
海
駅
（
第
一
ビ
ル
前
）
か
ら
無
料
送
迎

バ
ス
を
運
行
。

国
際
医
療
福
祉
大
学
附
属
熱
海
病
院
総
務
課

電
話
　
〇
五
五
七
―
八
一
―
九
一
七
一

（
附
属
熱
海
病
院
　
本
山
聡
洋
）
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教
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紹
介

Pro
file

医
科
大
学
、
志
木
市
立
救
急
市
民
病
院
／
⑥
遊
離
空
腸
移
植

に
よ
る
頸
部
食
道
癌
の
手
術
、
診
療
手
技
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
直

腸
鏡
、
他
／
⑦
外
科
学
、
外
科
学
概
論
／
⑧
食
道
癌
の
集
学

的
治
療
に
つ
い
て
。
癌
の
生
物
学
的
悪
性
度
の
評
価
法
に
つ

い
て
。
固
形
癌
の
化
学
療
法

澁
澤
公
行

（
シ
ブ
サ
ワ
・
ヒ
ロ
ユ
キ
）

①
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床
医
学
研
究
セ
ン

タ
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教
授
／
②
１
９
５

２
年
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月
15
日
／
③
東

京
医
科
大
学
／
④
消
化

器
一
般
外
科
／
⑤
自
治

部
大
学
院
博
士
課
程
／
④
周
産
期
医
学
、
婦
人
科
学
、
生
殖

免
疫
学
／
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自
治
医
科
大
学
産
科
婦
人
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学
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師
／
⑥Y
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／
⑧
産
婦
人
科
学
全
般

山
田
哲
男

（
ヤ
マ
ダ
・
テ
ツ
オ
）

①
国
際
医
療
福
祉
大
学

教
授
、
国
際
医
療
福
祉

病
院
産
婦
人
科
部
長
／

②
１
９
５
６
年
８
月
８

日
／
③
秋
田
大
学
医
学

学
／
⑤
上
都
賀
総
合
病
院
視
能
訓
練
士
／
⑥
潜
伏
眼
振
の
研

究
、
調
節
・
輻
輳
障
害
を
有
す
る
眼
精
疲
労
患
者
に
対
す
る

融
像
増
強
訓
練
／
⑦
視
能
矯
正
学
総
論
Ⅱ
各
論
Ⅰ
・
Ⅱ
、
ロ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
医
学
、
実
習
／
⑧
視
能
訓
練
士
と
他
業
種
と
の
連

携
に
つ
い
て

三
柴
恵
美
子

（
ミ
シ
バ
・
エ
ミ
コ
）

①
視
機
能
療
法
学
科
講

師
／
②
１
９
５
３
年
10

月
２
日
／
③
国
立
小
児

病
院
付
属
視
能
訓
練
士

学
院
／
④
視
能
矯
正

教
育
学
修
士
／
④
英
語
教
育
学
、
国
際
英
語
／
⑤
平
成
国
際

大
学
／
⑥
日
本
人
教
師
及
び
高
校
生
の
語
学
に
関
す
る
意
識

調
査
／
⑦
英
語
購
読
、
Ｌ
Ｌ
／
⑧
国
際
英
語
に
基
づ
く
発
音

教
授
法

小
田
節
子

（
オ
ダ
・
セ
ツ
コ
）

①
語
学
教
育
セ
ン
タ
ー

講
師
／
②
１
９
６
２
年

10
月
１
日
／
③
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学
テ
ィ
ー
チ
ャ

ー
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
英
語

了
／
④
小
児
理
学
療
法
／
⑤
財
団
法
人
日
本
障
害
者
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
／
⑥
日
米
難
民
障
害
児
教
育
の
比
較
検

討
―
タ
イ
、
パ
ナ
ニ
コ
ム
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
て
／

⑦
臨
床
実
習
指
導
等
／
⑧
幼
児
の
歩
行
の
理
学
療
法
評
価

倉
本
ア
フ
ジ
ャ
亜
美

（
ク
ラ
モ
ト
Ａ
ア
ミ
）

①
保
健
学
部
理
学
療
法

学
科
助
手
／
②
１
９
６

５
年
９
月
10
日
／
③
オ

レ
ゴ
ン
大
学
大
学
院
国

際
学
科
修
士
課
程
修

癌
研
究
会
附
属
病
院
放
射
線
治
療
部
／
⑥
放
射
線
治
療
の
最

新
エ
ビ
デ
ン
ス
（
月
刊
新
医
療
２
０
０
３
年
12
月
号
）
／
⑦

放
射
線
治
療
学
（
主
に
病
院
で
の
実
習
指
導
）
／
⑧
再
発
症

例
に
対
し
放
射
線
治
療
が
果
た
す
役
割
の
検
討

福
留
　
潤

（
フ
ク
ド
メ
・
ジ
ュ
ン
）

①
放
射
線
・
情
報
科
学

科
助
手
／
②
１
９
７
６

年
11
月
15
日
／
③
東
京

大
学
医
学
部
医
学
科
／

④
放
射
線
治
療
学
／
⑤

①
現
在
の
所
属
・
職
位
、
②
生
年
月
日
、
③
最
終
学
歴
、
④
専
門
分
野
、
⑤
前
職
、
⑥
主

要
著
書
・
論
文
、
⑦
本
校
に
お
け
る
担
当
科
目
、
⑧
今
後
の
研
究
課
題

国際医療福祉大学総長

大谷藤郎

言
葉
を
磨
き

思
想
を
磨
く押

さ
れ
、
逮
捕
も
さ
れ
、
第
二
次
大
戦
に
な
る
と
、

懲
罰
的
に
召
集
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
軍
の
捕
虜

と
な
っ
て
生
き
延
び
た
彼
が
、
後
世
に
向
か
っ
て
何

を
語
ろ
う
と
し
て
い
た
か
、
残
さ
れ
た
彼
の
絵
を
見

れ
ば
明
ら
か
で
す
。

言
葉
だ
け
で
な
く
、
絵
画
や
音
楽
も
、
時
代
と
空

間
を
超
え
て
、
そ
の
人
の
思
想
延ひ

い
て
は
そ
の
人
格

を
私
た
ち
に
伝
え
て
く
れ
ま
す
。
言
葉
を
磨
く
こ
と

は
思
想
を
磨
く
こ
と
で
あ
り
、
人
格
を
研
ぎ
澄
ま
す

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
絵
画
や
音
楽
も
同
じ
よ
う
に

思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
「
言
葉
」
の
存
在
に
よ
っ
て
、
時
代
や

場
所
を
超
え
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
人
に
接
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
限
ら
れ
た
一
生
の
間
に
到
底
会
う
こ

と
の
で
き
な
い
賢
人
や
超
人
た
ち
の
思
想
に
直
接
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
活
躍
し
た
、

キ
リ
ス
ト
者
で
あ
り
思
想
家
で
あ
っ
た
山
室
軍
平

や
ま
む
ろ
ぐ
ん
ぺ
い

は
、

「
錆さ

び
る
よ
り
、
磨す

り
減
る
方
が
よ
い
」
と
い
う
言

葉
を
残
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
日
本
で
は
、
西
欧
的

な
思
想
や
キ
リ
ス
ト
教
の
活
動
な
ど
に
対
し
て
、
言

論
攻
撃
だ
け
で
は
な
く
、
テ
ロ
の
脅
威
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
口
を
つ
ぐ
み
行
動
を
さ
し
ひ
か
え
る

知
識
人
も
多
か
っ
た
中
で
、
彼
は
何
も
し
な
い
で
自

分
の
人
格
を
錆
び
つ
か
せ
る
の
で
は
な
く
、
危
険
の

中
で
も
正
し
い
と
信
じ
る
行
動
を
取
り
続
け
よ
う
と

し
て
、
実
際
に
そ
の
身
を
磨
り
減
ら
し
て
そ
の
生
涯

を
終
え
ま
し
た
。
死
の
年
に
出
な
い
声
を
ふ
り
し
ぼ

っ
て
行
っ
た
講
演
「
時
艱

と
き
か
ん

に
し
て
偉
人
を
憶
う
」
を

読
む
と
き
、
真
の
勇
気
と
は
何
か
を
思
い
ま
す
。

昨
年
十
一
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
、
ド
イ
ツ
人
画
家
オ
ッ

ト
ー
・
デ
ィ
ッ
ク
ス
（
一
九
八
一
―
一
九
六
九
）
の

生
涯
と
作
品
に
つ
い
て
放
映
し
ま
し
た
。
第
一
次
大

戦
が
始
ま
る
と
、
彼
は
愛
国
心
に
燃
え
て
志
願
兵
と

し
て
参
加
し
た
が
、
そ
こ
で
の
戦
場
の
悲
惨
な
実
体

験
の
恐
怖
と
怒
り
を
そ
の
ま
ま
絵
に
し
ま
し
た
。
そ

の
絵
は
後
に
ナ
チ
ス
か
ら
「
退
廃
芸
術
」
の
烙
印
を

▼　国際医療福祉大学附属熱海病院 10557-81-9171 http://atami.iuhw.ac.jp

第三回

I n f o r m a t i o n

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

京
都
大
学
医
学
部
卒
。
医
学
博
士
。
厚
生
省
（
現
厚

生
労
働
省
）
医
務
局
長
、
厚
生
省
公
衆
衛
生
審
議
会

会
長
を
歴
任
。
ハ
ン
セ
ン
病
・
精
神
障
害
の
人
権
運

動
の
指
導
者
と
し
て
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
に
も
知

ら
れ
て
い
る
。
平
成
五
年
社
会
医
学
・
公
衆
衛
生
分

野
に
お
け
る
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
い
わ
れ
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
レ

オ
ン
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
賞
を
受
賞
。
本
学
初
代
学
長
。

平
成
十
三
年
よ
り
総
長
に
就
任
。

In
form

ation
A

tam
i1

In
form

ation
A

tam
i2



年
頭
に
あ
た
っ
て

国
際
医
療
福
祉
病
院
病
院
院
長
　
佐
藤
郁
夫

皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

国
際
医
療
福
祉
病
院
は
医
療
の
質
と
ア
メ
ニ
テ
ィ

ー
の
充
実
を
目
指
し
て
新
病
院
が
開
院
さ
れ
三
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
今
や
当
院
は
地
域
に
お
け
る
先
端

的
な
基
幹
病
院
と
し
て
住
民
か
ら
信
頼
を
得
ら
れ
る

と
こ
ろ
ま
で
成
長
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
外
来
の
患

者
様
も
平
成
十
四
年
の
開
院
当
初
の
約
二
倍
に
、
入

院
患
者
様
も
着
実
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
五
年
に
は
一
般
病
床
一
四
六
床
に

加
え
、
特
例
許
可
病
床
六
〇
床
（
神
経
難
病
病
床
二

四
床
、
発
達
障
害
児
早
期
リ
ハ
病
床
二
一
床
、
周
産

期
セ
ン
タ
ー
十
五
床
）
の
増
加
が
認
可
さ
れ
、
総
病

床
数
二
〇
六
床
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
医
師

数
も
総
勢
約
八
〇
名
を
数
え
ま
す
。
今
後
当
院
は
ま

す
ま
す
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
、
そ
の
特
性
を
発

揮
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

教
育
面
で
も
、
当
院
は
平
成
十
五
年
も
国
際
医

療
福
祉
大
学
の
各
学
科
の
多
数
の
実
習
生
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
院
で
の
学
生
実

習
を
さ
ら
に
実
り
多
い
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、

医
師
・
看
護
師
・
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
な
ど
の
指
導
体

制
を
充
実
し
て
、
受
け
入
れ
体
制
を
整
備
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
幸
い
、
当
院
の
ス
タ
ッ
フ

は
学
生
の
指
導
に
情
熱
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
学
生
諸
君
に
は
大
学
で
学
ん
だ
知
識
や

技
術
を
病
院
や
施
設
に
お
い
て
患
者
様
と
接
す
る

こ
と
に
よ
り
一
層
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

そ
の
際
、
患
者
様
の
人
格
に
接
し
、
医
療
人
と
し

て
の
自
覚
を
養
い
、
さ
ら
な
る
自
己
啓
発
に
努
め

て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

介
護
老
人
保
健
施
設
マ
ロ
ニ
エ
苑
施
設
長
　
松
本
和
則

マ
ロ
ニ
エ
苑
は
昨
年
十
月
に
開
設
十
四
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
平
成
十
二
年
四
月
に
西

那
須
野
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
て
、
在
宅

サ
ー
ビ
ス
部
門
を
強
化
し
ま
し
た
。
こ
の
甲
斐
あ

っ
て
、
今
で
は
こ
の
地
域
に
お
い
て
、
高
齢
者
の

医
療
や
福
祉
の
中
核
的
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
国
際
医
療

福
祉
大
学
の
関
連
施
設
と
し
て
学
生
実
習
の
実
施

施
設
で
あ
る
と
と
も
に
、
全
国
老
人
保
健
施
設
協

会
の
実
地
研
修
指
定
施
設
と
し
て
広
く
実
習
生
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
最
近
老
人
保
健
施
設
の
運
営
は
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
、
ま
た
、
利
用
さ
れ
る
方
々
の
ニ

ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
変
化
に

適
切
に
対
応
す
る
に
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
よ
り

充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
関
連
施
設
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

栃
の
実
荘
施
設
長
　
小
松
幸
夫

皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
な
明
る
い
新
年
を
お
迎
え

に
な
ら
れ
た
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

の
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
良
い
一
年
に
な

り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
緊
迫
し
た
国
際
情
勢
の
中
で
経
過

し
、
国
内
に
お
い
て
も
、
依
然
と
し
て
出
口
の
見
え

な
い
不
況
状
況
が
続
き
、
医
療
、
福
祉
を
取
り
巻
く

環
境
も
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
ま
た
、
少
子
化
、

超
高
齢
社
会
を
迎
え
地
域
住
民
の
社
会
福
祉
施
設

機
能
へ
の
期
待
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
折
、「
栃
の

実
荘
」
の
果
た
す
役
割
も
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ

て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
同
じ
グ
ル

ー
プ
内
の
国
際
医
療
福
祉
病
院
、
老
健
施
設
「
マ

ロ
ニ
エ
苑
」、
さ
ら
に
は
国
際
医
療
福
祉
大
学
と
も

連
携
（
医
療
、
福
祉
、
教
育
の
連
携
）
を
密
に
し
、

地
域
に
密
着
し
、
開
か
れ
、
愛
さ
れ
、
信
頼
さ
れ

る
施
設
づ
く
り
に
、
誠
心
誠
意
努
力
す
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

■
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
紹
介

健
康
の
た
め
年
一
回
の
人
間
ド
ッ
ク
を
！

国
際
医
療
福
祉
病
院
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク
を
行

っ
て
い
ま
す
。
病
院
最
上
階
の
専
用
フ
ロ
ア
で
、

ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
に
検
査
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
際
医
療
福
祉
大
学
の
臨
床
施
設
と
し
て
、
高

度
医
療
に
対
応
で
き
る
経
験
豊
か
な
医
師
と
専
門

ス
タ
ッ
フ
が
総
合
的
に
診
断
し
ま
す
。

同
じ
フ
ロ
ア
に
は
会
員
制
健
康
管
理
ク
ラ
ブ
「
那

須
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
」
の
健
康
管
理
施
設
が
あ

り
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る
方
は
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ム
、
温
水
プ
ー
ル
、
天
然
温
泉
の
展
望
浴
室
等

を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
受
診
後
の
お
食
事
は
、
和
・
洋
の

コ
ー
ス
料
理
か
ら
お
好
み
で
お
選
び
い
た
だ
き
、

展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
「
オ
ー
ヴ
」
で
風
景
を
楽
し
み

な
が
ら
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
お
問
い
合
せ
・
お
申
し
込
み
は

病
院
内
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
　
1
〇
二
八
七
―
三
八
―
二
七
五
一

国
際
医
療
福
祉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長

社
会
福
祉
法
人
邦
友
会
那
須
療
護
園
施
設
長

初
山
泰
弘

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
障
害
の

あ
る
児
（
な
す
療
育
園
）、
成
人
（
那
須
療
護
園
）、

高
齢
者
（
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）
の
方
々
の
社
会
復
帰

を
目
標
に
、
医
療
か
ら
生
活
支
援
に
至
る
幅
広
い

サ
ー
ビ
ス
を
各
分
野
の
専
門
家
が
提
供
で
き
る
総

合
的
施
設
を
目
指
し
て
出
発
し
、
四
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
最
近
は
、
障
害
が
あ

る
多
く
の
方
々
か
ら
の
ご
相
談
や
、
入
所
の
み
で

な
く
、
日
帰
り
や
短
期
入
所
の
サ
ー
ビ
ス
を
希
望

さ
れ
る
方
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

大
学
の
敷
地
内
に
あ
り
、
訓
練
・
看
護
・
介
護

を
夢
見
る
若
い
学
生
た
ち
の
勉
強
の
場
と
も
な
り
、

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
組
織
に
よ
る
支
援
も
軌
道
に
乗
っ

て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
わ
が
国
で
最
も
き
め

細
か
い
豊
富
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
セ
ン
タ

ー
に
な
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

何
よ
り
も
、
地
域
の
方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
セ
ン
タ
ー
に
な
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

納
涼
祭
、
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
の
機
会
に
お
い
で
い

た
だ
き
、
セ
ン
タ
ー
内
で
生
活
し
て
い
る
人
々
と

の
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま

す
。本

年
も
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

な
す
療
育
園
・
お
お
た
わ
ら
総
合
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
施
設
長

下
泉
秀
夫

昨
年
は
、
お
お
た
わ
ら
総
合
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
が
四
月
に
開
所
し
、
大
田
原
市
を
は
じ
め
と
し

た
地
域
の
方
々
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
の
協
力
、

職
員
の
頑
張
り
が
あ
り
、
デ
イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
も
順
調
に

運
営
さ
れ
、
多
く
の
高
齢
者
の
方
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

開
所
五
年
目
に
な
る
重
症
心
身
障
害
児
施
設
な

す
療
育
園
病
棟
に
は
栃
木
県
下
全
域
か
ら
入
所
が

あ
り
、
ま
た
地
域
の
障
害
児
の
方
が
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
入
所
さ
れ
て

い
る
方
、
利
用
さ
れ
て
い
る
方
が
よ
り
豊
か
な
日
々

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま

す
。
外
来
は
、
地
域
の
保
健
、
福
祉
、
教
育
機
関

と
の
関
係
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、
昨
年
よ
り
多
く
の
学
科
の
学
生
が
両

施
設
で
実
習
を
行
う
予
定
で
す
。
実
り
多
い
実
習

が
で
き
る
よ
う
大
学
と
の
連
携
を
強
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
も
学
生
を
は
じ
め
と
し
て
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
、
今

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

国
際
医
療
福
祉
大
学
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

谷
　
禮
夫

昨
年
は
国
の
内
外
で
実
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
昨
年
四

月
に
付
属
し
て
い
た
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
が
移
転

し
た
た
め
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
と
言
語
聴
覚
セ
ン

タ
ー
だ
け
と
な
り
、
診
療
科
も
精
神
科
が
な
く
な

っ
て
、
内
科（
消
化
器
、
循
環
器
、
呼
吸
器
、
内
分

泌
・
代
謝
、
神
経
、
ア
レ
ル
ギ
ー
）、
整
形
外
科
、

耳
鼻
咽
喉
科
、
歯
科
と
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
拡
大
新
装
オ
ー
プ
ン
し
た
当
大
学
関

連
病
院
で
あ
る
国
際
医
療
福
祉
病
院
が
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本
年
も
引
き
続
き

学
生
・
教
職
員
の
皆
様
の
健
康
維
持
の
た
め
に
、

定
期
健
康
診
断
を
実
施
す
る
一
方
、
三
Ｓ
の
精
神

(Sm
ile

、Speed

、Safety)

を
も
っ
て
日
常
の
疾

患
に
対
す
る
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
に
努
め
る
所
存

で
す
。
言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー
で
は
昨
年
同
様
新
美

セ
ン
タ
ー
長
を
中
心
に
、
言
語
・
聴
覚
・
摂
食
障

害
患
者
の
治
療
と
、
近
隣
の
言
語
聴
覚
士
等
を
対

象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

山
王
病
院
院
長

井
上
正
人

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
良
い
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
皆
様

に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

新
山
王
病
院
は
、
昨
年
十
一
月
で
丸
三
年
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
山
王
病
院
は
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
年
々
着
実
に
成
長
を
遂
げ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
山
王
病
院
の
理
念
・
特
性
そ
し
て
現
在
の

医
療
状
況
を
よ
く
認
識
し
、
職
員
全
員
で
頑
張
っ

て
き
た
結
果
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
更
に
充
実
発
展
さ
せ
る
た
め
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
医
療
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
か
つ
ス
ピ
ー
ド
あ
る
変

化
が
予
想
さ
れ
、
既
に
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
厳
し
い
時
代
に
職
員
が
プ
ロ
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
一
丸
と
な
っ
て
患
者
様
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
医
療
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

山
王
病
院
の
益
々
の
発
展
と
と
も
に
、
皆
様
に

と
っ
て
充
実
し
た
良
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
祈

念
し
て
お
り
ま
す
。

山
王
メ
デ
ィ
カ
ル
プ
ラ
ザ
院
長

福
田
宏
之

山
王
病
院
が
新
た
な
施
設
で
ア
メ
ニ
テ
ィ
充
実

に
力
点
を
お
い
て
発
足
し
、
旧
山
王
病
院
は
山
王

分
院
と
し
て
出
発
し
ま
し
た
が
医
療
の
特
化
さ
れ

た
方
針
が
不
確
定
の
ま
ま
数
年
が
立
ち
ま
し
た
。

こ
こ
に
理
事
長
も
危
機
感
を
お
持
ち
に
な
り
、
ま

ず
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
含
め
て
一
挙
に
開
拓
せ
よ
と
の

大
号
令
が
発
令
さ
れ
そ
の
長
に
任
じ
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
そ
の
内
部
機
構
の
見
直
し
を
し
て
い
ま
す

が
、
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
、
婦
人
科
腫
瘍
・

内
分
泌
セ
ン
タ
ー
の
開
設
も
同
時
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
従
来
か
ら
あ
り
ま
し
た
ボ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
と
併
せ
て
三
つ
の
セ
ン
タ
ー
が
仕
上
が
り
ま

し
た
。
特
色
の
あ
る
有
名
ブ
ラ
ン
ド
が
集
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
で
市
場
を
形
成
し
、
プ
ラ
ザ
と
な
っ

た
の
で
す
。

内
科
、
精
神
科
、
歯
科
、
健
診
等
も
精
力
的
な

活
躍
を
し
て
お
り
、
さ
ら
に
プ
ラ
ザ
向
け
の
特
色

あ
る
内
容
に
変
革
発
展
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地
域
医
療
に
貢
献
す

る
の
は
当
た
り
前
で
す
が
全
国
レ
ベ
ル
、
当
然
国

際
レ
ベ
ル
で
の
プ
ラ
ザ
に
な
ら
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
ま
ず
は
全
従
業
員
の
意
識
内
容
の
変
化
が

望
ま
れ
、
働
く
こ
と
の
喜
び
、
全
員
一
丸
だ
と
い

う
喜
び
が
生
ま
れ
る
の
が
大
切
と
考
え
ま
す
。
そ

の
結
果
、
多
く
の
施
設
が
あ
る
な
か
で
プ
ラ
ザ
の

住
み
分
け
は
国
際
規
模
ま
で
と
な
る
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
。
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I n f o r m a t i o n

▼ 国際医療福祉病院 10287-37-2221／介護老人保健施設マロニエ苑　10287-36-6622／特別養護老人ホーム栃の実荘 10287-37-1160 http://h-kinenkai.iuhw.ac.jp

I n f o r m a t i o n

▼　国際医療福祉リハビリテーションセンター10287-20-5100

▼　山王病院103-3402-3151／山王メディカルプラザ103-3402-5581 http://www.sannoclc.or.jp
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予防医学センタースタッフ
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ＮＰＯ運営のための画期的な手引き書
「福祉ＮＰＯの挑戦―
コミュニティケアの経営管理」

定価：本体3,000円＋税

編
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国
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医
療
福
祉
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学
医
療
経
営
管
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医療・経営管理職育成のための
バイブル

「三訂 医療・福祉経営管理入門」

定価：本体3,800円＋税

編
者：

国
際
医
療
福
祉
大
学
医
療
福
祉
学

科
／
監
修：

鈴
木
五
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医
療
福
祉
学
部
長
・

学
科
長
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教
授
）／
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５
判
、
３
９
２
頁

これから社会福祉学を学ぼうとす
るすべての初学者のための入門書

「入門・社会福祉学」

定価：本体2,800円＋税

著
者：

大
島
實（
国
際
医
療
福
祉
大
学
教
授
）

Ａ
５
判
、
２
８
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、
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フ
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ケースワーク援助の方法と技法を
事例を取り入れながら分かりやすく解説

「ケースワーク援助の理論と実際」

定価：本体2,800円＋税

ご注文は、国際医療福祉大学出版会まで 〒107-0062  東京都港区南青山1-24-1アミティ乃木坂3階　電話03-5414-6098 ＦＡＸ03-5414-6096
E-mail：press@iuhw.ac.jp  http：//press.iuhw.ac.jp

IUHW短信

●2003年12月、大田原市職員互助会から本学留学生に自転車、ストーブ
等の寄贈があり、留学生が大田原市役所に出向き受領した。

●2003年12月18日、国際医療福祉大学で公開講座「国際・命・医療～国
境なき医師団日本人スタッフによる講演会～」（主催：国際医療福祉大学OPST
部、後援：国際医療福祉大学国際交流委員会）が開かれた。

●1月16日、本学では、足利銀行の一時国有化に伴い、学費負担者に家計
の急変が発生した入学者に対し、奨学金を貸与することを決定した。対象は、
栃木県内の高等学校出身者で平成16年度一般入学試験による入学者のうち、
上記の理由で、学費納入が困難と認められる学生。貸与期間は2004年度か
ら4年間で、40人程度を募集する。貸与金額は保健学部が合計300万円、
医療福祉学部が250万円。無利子で卒業後10年以内に返済。2003年度以
前に入学した学生は、既存の奨学金制度で対応する。
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医療福祉チャンネル７７４ＮＥＷＳ

医療福祉チャンネル774／国際医療福祉大学出版会　 Information

国際医療福祉大学出版会新刊書のご案内

～ご自宅のテレビで医療、福祉、健康、介護の情報番組、資格受験講座がいつでも見られる！～

「福祉住環境コーディネーター２級受験講座」

「IUHWアワー」で
大学情報をゲット！

●医療福祉チャンネルを見るには―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
「医療福祉チャンネル７７４」は衛星放送スカイパーフェクＴＶ！の774チャンネルでご視聴いただけます。
ご視聴には、スカイパーフェクＴＶ！専用アンテナ＆チューナーをお部屋のテレビにつなぐだけ！
○視聴料･･･月額2,000円（税別）／法人契約：5,000円（税別）
（このほかに、スカイパーフェクＴＶ！加入料･･･2,800円（税別・初回のみ）・スカイパーフェクＴＶ！月額基本料･･･390円（税別）がかかります。）
○IUHW学生、マロニエ会会員、教育後援会会員の皆様は、特別視聴の制度があります。下記までお問合せ下さい。

●視聴に関するお問い合せは―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
フリーダイヤル 0120-870-774（お客さま係） Eメール info@iryoufukushi.com    ホームページ www.iryoufukushi.com

春の新講座がスタート！
今注目の資格

「福祉住環境コーディネーター」

とは、障害者や高齢者にやさ

しい住環境を提案するアドバ

イザーです。

パワフルな講師陣による、初

心者にもわかりやすい丁寧な

講義で、楽しく学んで、注目

の資格を取得しませんか？

詳しくは、774チャンネル

までお問い合わせ下さい。

IUHWの「今」をお届けする国際医療福

祉大学アワー。

学内で行われる催しや、学科やサーク

ルを紹介。これを見ればIUHWの「今」

が分かります。関連施設の紹介や求人

情報など、役立つ情報も満載です！
学科の紹介！

サークルの紹介！ 学長の講演も！


